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巻頭言のごґཔをいただき最初に思いුか΂

たことは、大学で水道工学のत業を受けたࡍの

最初の言༿でした。その言༿とは、「市民にとっ

ての水道は蛇口そのもの」というものでした。

「そのものだけ
3 3

」というχϡΞンεの࿩だったよ

うにهԱしていますが、��年以上も前のҰ講ٛ

の言༿を今も֮えているのですから、ົにҹ৅

に࢒るものだったのでしΐう。「蛇口というのは

Ұ度にあͪこͪ開けれ͹؆୯に水道はࢭまる」、

開ખ཰といったような࿩もซせてされていて、

これもົに֮えている࿩です。

自਎は、なΜでそうなるのか、そΜなことࢲ

がؾになりますし、それが分からないとなΜと

なくؾ持ͪがわるい性分、そういう意味では工

学向きの性分だったのだと思いますが、蛇口だ

けと思うことはそΜなものかな͊と思う൓໘、

自分自਎はそΜな֮ײがなくҧ࿨ײも持ったも

ので、هԱに࢒ったཧ༝もそΜなことのせいも

あったのかも஌れませΜ。

水道を思いුか΂るとき、খ学ߍのڭՊॻな

どもそうですが、΍はり৅௃తなࢪ設はড়水場

΍ড়水ॲཧで、これがҿྉ水としての水道をࢧ

えるものとして出てきます。「水道は蛇口」と「水

道の৅௃がড়水場」の྆者が、水道を見るී௨

の֮ײ、あるछのৗࣝだとすれ͹、前者はखに

৮れられる実ײとしての水道、後者はそれをࢧ

える、市民にとってはあるछのछ໌かしとして

の水道ということなのかな、などと考えてしま

います。こう考えると、給水装置と๏཯༻ޠで

͹れる「蛇口・給水ખと給水管」は、市民にとっݺ

ての水道の最前ྻ、水道を஌る最前ઢというこ

とになろうかと思います。

શ初心者向け׬ごとでありますが、水道のࢲ

のຊなどを出しているのですが、水道のษ強を

始めるࡍ、どこにとっかかりをٻめるかで૬当

೰みました。その࣌にٹってくれたのは、ここ

までお࿩ししたようなهԱ΍ҹ৅でした。とっ

かかりを水の流れにٻめ、水ݯから流下するの

ではなく、蛇口から૎ることにしたのはこのよ

うなことがあったせいかと今になって思いま

ר ಄ ݴ

厚生労働省çҩༀ・生活Ӵ生ہç水道課長

熊谷 和哉

水道の最前列
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す。これがうまくいったかどうかはಡ者のධՁ

にҕͶるしかありませΜが、ࢲとしては初心者

༻という意味ではਖ਼ղだったのではないかと

思っています。

また、ษ強としてでもなく、࢓事としてでも

なく、給水装置΍給水工事を間近にײじたのは、

΍はりという΂きかզがՈを持つ、その࡞るա

ఔと給水装置の఺࡞ݕ業を໨の前で見たときで

した。こΜなことになっているΜだ、Ոそのも

のとともに上下水道、Ψε、ిؾの഑管はこう

なっているΜだとײ心し、最後のՈの受け取り

前、఺ݕといってどうするΜだろう、水ѹをか

け待つこと1�分͙らいだったでしΐうか、業者

とҰॹにメーターϘッΫεを໨の前にࡶஊして

いました。このような৬業をしていることは࿩

もしていませΜので、఺ݕの最初から最後まで

ずっとҰॹにいるົなΦϠジ͙らいにしか思わ

れなかったかと思います。たͿΜこれからもؚ

めてೋ度とない機会だったのだと思いますし、

。でしたݧする体ڹॏな、௚઀զが਎にӨو

給水装置関係、ݕ਑΍ྉۚ௃ऩなどもそうで

すが、市民、ར༻者との઀఺となる業຿が外෦

ҕୗԽされ、水道事業者、事業体৬һにとって

もԕいଘࡏになりつつあるように思います。給水

工事技術振興財団の方਑として広報活動の拡充

をڍげられ、そのҰつとして今回の機関誌「きゅ

うすい工事」のץقԽがあったものとঝ஌して

おりますが、市民にとっての水道の最前ྻであ

り、水道事業と市民とのՍけڮである給水装置

΍給水工事が਎近なものとしてײじられるよう

なものとなることを期待しているところです。

また、पลを見回してみても、༷々なݐங෺、

給水方ࣜがでてきています。このような情報を

きͪΜと持ͪ合わせていないことがおஏずかし

いݶりではありますが、ͥͻとも、近年の௚݁

方ࣜԽの対Ԡの実ࡍ、タϫーϚンシϣンなどߴ

૚ݐங対Ԡのঢ়گなど、جຊから最前ઢまで、

広く༷々な֯度で給水工事を取り上げていただ

きたいと思います。޾かෆ޾か、近年のήリϥ

豪雨΍ਁ水被害の݁Ռとして、水道ࢪ設被害だ

けでなく、ݐங設උとしての給水関係も取りࠫ

ଡされることも૿えてきているように思います

し、վめて関心を持ってもらういい機会ではな

いでしΐうか。水道関係者にとっての஌ࣝ΍情

報のϨϕルΞッϓもそうですが、水道関係者の

市民に向けた࿩のωタになるようなことを考え

ていただくのはいかがでしΐうか。このような

ࢲ、఺からの企画΍ల開もしていただけれ͹؍

のようなݱ場஌らずの者にとっては大มありが

たく思います。
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鞠水
エッセイ

છ঱ʹ૝͏ײ

ਿށ　େ࡞
（公ࡒ）څ水工事ٕज़ৼސஂࡒڵ໰

ུྺ
は（Ұࣾ）೔ຊࡏݱ。෦௕౳をྺ೚ڥੜল水道؀ް、׭๪৹ٞ׭ிڥ؀、ը՝௕ܭہ水道ࢢ԰ݹ໊
水道工業ஂ体࿈߹会໊༪ސ໰、（公ࡒ）ഇغ෺ɾ33 研究໊ஂࡒ༪会һ、（公ࡒ）څ水工事ٕज़ৼࡒڵ
水道管಺Χϝϥ調査協会会௕なͲをࠃ໰、（Ұࣾ）શސҭηンλーڭ੔උڥ೔ຊ؀（ࡒ公）、໰ސஂ
຿めている。

人ྨは஀生してから今日にࢸるまでの ��� ສ
年、ײછ঱のපݪඍ生෺であるەࡉ・΢イルε
等とのઓいをॏͶてきました。

日ຊでは҆政ݩ年にࠃ࠯がऴわりを告げ、外
人のԟ来が੝Μにࠃとの交қが活発Խし、外ࠃ
なりました。それに伴ってίϨϥ・νϑε等の
છ঱が流行するようになりました。ນ຤からײ
໌治にかけて 2� ਺ສ人がίϨϥでࢮ๢しました
が、ෆӴ生なҿྉ水にىҼするところが大きく、
໌治政෎は予๷ࡦとして近୅తな上水道・下水
道のݐ設をਐめました。

それから 1 ではࡏݱ、աしてܦ൒近くがلੈ
民օ水道をほぼୡ成し、いつでもԿॲでも҆ࠃ
心してඒ味しい水がҿめる、ੈ界最ߴ水४の水
道が੔උされました。そして近୅తな都市ͮく
りと݈߁でշదな市民生活をकり、ੈ界トッϓϨ
ϕルの݈߁長णࠃをஙくݪ動ྗになったのです。

さて、人ྨに大きなڴҖを༩えるײછ঱です
が、そのපݪ体であるەࡉの大きさは 1��� 分の
1NN ほど、΢イルεは 1 ສʙ1� ສ分の 1NN
ほどのۃඍ生෺です。人ྨはԐ人・ݪ人・旧人
とਐԽを続け、ੈݱ人ྨのϗϞ・αϐエンεと
ਐΜできましたが、この長い年݄の間に༷々な
、છ঱に見舞われたとਪଌされます。しかしײ
このඍࡉなපݪ体のਖ਼体がղらず、Ӹපの೾が
ա͗ڈるのをͻたすらਆに祈って、଱えてきた
のでしΐう。

体΍、治ྍༀ・ϫΫνݪછ঱をもたらすපײ
ンなどが、1� 後൒になってよう΍くղ໌さلੈ
れるようになってきました。ەࡉとしては大௎
・ەϖεト・ەίϨϥ・ەٿϒυ΢・ە֩݁・ە
ഁই෩ە・とびͻ・01��・αルϞωϥ等です。
΢イルεとしてはインϑルエンザ・ϊϩ・ϔル
ϖε・ϩタ・Ξデφ・ຑ਄・෩਄・エイズ（)*7）・
ίϩφなどです。

ݪછ঱としては、このほかにϚϥリΞ等のײ
஬、ΞタϚジϥϛ等の寄生஬があげられますが、
と΢イルεです。これらのපەࡉろしいのはڪ
体は自分たͪが生きていくために、動෺΍人ݪ
の体のதにೖりࠐΜできます。

છ঱として今でも໠Җを振るっているײ大ࡾ
のは、݁֩・ϚϥリΞ・エイズ（)*7）で、ຖ
年 2�� ສ人（2�1� 年）もの命をୣっています。

また࢙上最ѱのύンデϛッΫ（ੈ界త大流行）
とݺ͹れるײછ঱が 2 度ありました。まずୈ 1
が「ϖεト」です。14 ൒͹からϤーϩッύلੈ
で൒ੈلにٴび、ࢮࠇපとݺ͹れたϖεトが໠
Җを振るいました。そして当࣌のϤーϩッύの
人口の 2�ʙ��ˋ・2
��� ສʙ�
��� ສ人がࢮ๢し
ました。次はεϖイン෩अです。1�1�ʙ2� 年の
ୈҰ次ੈ界大ઓதにੈ界தで大流行し、1
��� ສ
ʙ�
��� ສ人がࢮ๢しました。

Ӣೆ省で、ಎ۸にॅΉί΢Ϟリࠃ年຤にதࡢ
がݯىとなって、新ܕίϩφ΢イルεがੈ界に
広がりました。そして � ݄ 1� 日までに໿ 42 ສ
人がࢮ๢しました。日ຊは市民のެऺӴ生の意
ࣝがߴく、ҩྍ機関の充実と、ޮՌతなΫϥε
ター対ࡦがޭを૗しました。しかし、ळからౙ
に向かって、ੈ界தでୈ 2 ೾、ୈ � ೾の೾にऻ
われるかもしれませΜ。ੈ界࢙に࢒るような大
きなύンデϛッΫとなるかどうか、ਖ਼念場をܴ
えています。

さてຊ誌「きゅうすい工事」が、年 4 回のق
誌に拡充されることになりました。給水工事ץ
に関係されるօ༷に、ओ೚技術者ࠃՈݧࢼ関連
をはじめ、ࠃの੍度΍新しい技術など、ൺֱత
新しいχϡーεが紹介されます。これを機にੈ
界でධՁのߴい、わがࠃの給水工事のҰ૚の発
లを期待しています。
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ಛू⁞

（ެ財）給水工事技術振興財団の機関誌「きゅうすい工事」は、同財団が設ཱから

�年໨の2���（平成12）年に૑ץ。学ࣝ者、水道事業者、管工事事業者、関連団体

からなる機関誌ฤ集ҕһ会により企画Ҋを৹ٞ、ٓ࣌をಘた特集企画をはじめ、給

水装置に係わる๏ྩ、事ނ事ྫ、給水管・継खٴび給水༻۩のߏ଄・機ೳなどをղ

આする「給水装置技術講座」、ஶ名人、水道事業者΍メーΧー、管工事組合の0#等

による「エッセイ」、給水装置工事の実຿者が৬຿தにײじるだろうٙ໰を૝定・回

౴する「給水装置2ˍ"」など、多࠼な情報を発信、これまでに4�巻を発ץしている。

当初は年4回発行だったが、2��2（平成14）年からは年2回発行となっていた。し

かし、水道事業ならびに給水装置工事を取り巻くڥ؀が大きくมԽしているঢ়گを

౿まえ、さらなる情報の発信と交流を図るため、2�2�（ྩ࿨2）年度より従来の年2

回発行から年4回発行へと࠶度拡充することとなった。

そこで、ຊ特集では、機関誌「きゅうすい工事」のาみを振り返るとともに、今

後のల開を໛ࡧ。機関誌に関係のਂい4ࢯにίメントも寄せていただいた。

ʮࢽؔػ Ύ͖͏ ʯͷࣄ޻͍͢
าΈΛৼΓฦΔ
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ಛू⁞ ʯのาΈΛৼΓฦΔࣄʮ͖Ύ͏͍͢工ࢽؔػ

ઃཱ͔Β3年ؒ͸ख෇͔ͣ

1���（平成�）年�݄のվਖ਼水道๏によって、
従来は水道事業者ごとにҟなっていた給水装置
工事事業者のࢦ定ཁ݅がશࠃ౷Ұతなものに໌
֬Խされ、その人తཁ݅として、工事事業者が
ඞず置かなけれ͹ならない「給水装置工事ओ೚
技術者」（以下、「ओ೚技術者」という）のࠃՈ
。が新たに設けられました֨ࢿ

当財団は、このࠃՈ֨ࢿを取ಘするためのࢼ
、機関として業຿を行うとともにݧࢼ定ࢦのݧ
給水装置工事に関する技術者・技ೳ者のཆ成΍
技術の調査研究・開発を行うことを໨తとして、
1���（平成�）年�݄�日に厚生大ਉ（当࣌）の
。Մをಘて設ཱされましたڐ

設ཱ当初より、給水装置工事に関する技術の
調査研究・開発のҰ؀として、給水装置工事に
わる人たͪの情報交流の場になるような機関ܞ
誌を出൛するߏ૝はありましたが、設ཱから�
年間はओ೚技術者に係るࠃՈݧࢼにՃえ、各水
道事業者からೝ定されてきた給水工事੹೚技術
者等の֨ࢿを༗する者に対するܦաા置講श会
が多๩をۃめており、これ以外の事業にखを付
けることができませΜでした。

ʯͷ஀ੜࣄ޻ʮ͖Ύ͏͍͢ࢽؔػ

設ཱから�年がܦաし、これらの事業がي道
に৐ると同࣌に、2���（平成12）年のઅ໨をܴ
えたことをܖ機に、機関誌「きゅうすい工事」
を૑ץしました。当初૝定していたओな内容は、
当財団の活動ঢ়گ΍行事のお஌らせ、給水装置
工事技術の紹介、関係๏੍度のղઆ、ಡ者のօ
༷の੠の紹介など、情報の発信・交流を行う誌
໘ͮくりを໨ࢦしていました。また、広報誌と
しての໾ׂのみならず、学術త৭࠼を持たせる

こともࢤ向しており、1���（平成�）年度から
εタートしていた「給水装置工事技術に関する
調査研究助成」の報告をܝ載することで、༏れ

ʢެࡒʣ給ਫ工ٕࣄज़ৼஂࡒڵ

ʯのࣄ޻ʮ͖Ύ͏͍͢ࢽؔػ
าΈとޙࠓのల։

ਤ 1　૑ץ߸ͷදࢴ

年度 2��� 2��1
௨巻 1 2 � 4 � � � �

અ等ق ౙ य़ Ն ळ ౙ य़ Ն ळ

コ
ン
テ
ン
ツ

給水装置いま・Ήかし
地だよりݱ
エッセイ
特集
水のͻろ͹
給水装置技術講座
給水装置̦ˍ̖
調査研究助成報告
ղઆ・報告
ओ೚技術者ݧࢼ໰୊・ղ౴
財団χϡーε
μイΞリー

ද 1　͖Ύ͏すい工事にࡌܝさΕたίンςンπ一ཡ（1）
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た学術࿦จも広く発信しています。なお、当初
は年4回発行を行っていましたが、2��2（平成
14）年からは年2回発行とし、ࡏݱにࢸってい
ます。

当初からす΂ての水道事業者ならびに大ن໛
水道事業者の出ઌ機関（給水装置୲当෦ॺ）、શ
管工事業協同ࠃқ水道協ٞ会のશ会һ、શ؆ࠃ
組合連合会のຊ෦と໾һ、શ管連にॴଐするશ
組合（都道෎ݝおよび市町ଜ）、当財団のཧ事・
ධٞһ、関係団体に഑෍しており、そのために
ඞཁな෦਺をҹ刷しているところです。なお、શ
管連にॴଐする管工事組合に対しては、ॴଐす
る工事事業者਺にԠじた෦਺を഑෍しています。

発行に当たっては、学ࣝ者、水道事業者、管
工事事業者、関連団体からなるฤ集ҕһ会をཱ
ͪ上げ、ຖ号の企画Ҋ等についてご৹ٞいただ
いています。初୅のฤ集ҕһ長は、発ץ当࣌に

「給水装置工事഑管技ೳ者講श会に関するઐ໳ҕ
һ会」、「給水装置関係技術実ଶ調査ҕһ会」な
どのҕһ長を຿めておられた౦ւ大学のໜఉ஛
生ઌ生です。ฤ集ҕһは、౦ژ都水道ہ、横浜
市水道ہ、日ຊ水道協会、શࠃ管工事業協同組
合連合会、日ຊόルϒ工業会、給水シεςϜ協
会から೿ݣしていただいています。ໜఉઌ生に
は2�1�（平成��）年度のୈ4�号までҕһ長を຿
めていただきました。この場をお借りしてվめ
てँײ申し上げます。ୈ44号からは໌治大学ཧ
工学෦ݐங学Պのࡔ上ګ助ઌ生にҕһ長を຿め
ていただいています。ࡔ上ઌ生はݐங設උにつ

いて多くの஌見を༗しておられますので、水道
事業に関する࿩୊をத心としてきた機関誌「きゅ
うすい工事」についても、ࡔ上ҕһ長の下で新
たなల開に౿み出していけれ͹と考えています。

ओͳςʔϚͷมભ

2���（平成12）年1݄に発ץした૑ץ号は、
当財団ཧ事長のѫࡰ、ओ຿׭ிおよび出፷者（日
ຊ水道協会、શࠃ管工事業協同組合連合会）に
よる૑ץに寄せたメッセージ、当財団のཧ事・
ධٞһからのॕࣙ、当財団の活動紹介などがओ
な内容でしたので、ࡏݱのようなߏ成になった
のは2���（平成12）年4݄に発ץしたୈ2号以
降です。初期の機関誌ฤ集ҕһ会の੮上、ໜఉ
ҕһ長から「ઐ໳తな機関誌（ݻいイメージ）
ではなく、水道関係者にܰؾにखに取ってもら
い、見て・ಡΜでもらえる機関誌にしたい」と
のѫࡰがありました。このため、機関誌「きゅ
うすい工事」は、給水装置工事に関するઐ໳త
な情報を੝りࠐみながら、ιϑトな内容のίン
ςンπの充実も図っています。

2���（平成12）年1݄に開࠵されたୈ2回機
関誌ฤ集ҕһ会では、「ओ೚技術者ݧࢼ໰୊」、

「給水装置いま・Ήかし」（ΧϥーάϥϏΞ）、メー
Χー・工場・ࢦ定工事事業者の紹介ه事、「エッ
セイ」、厚生省による水道ࢪ設の技術తج४（ࢪ
設ج४）を定める省ྩのղઆ、「給水装置技術講
座」、「給水装置の2ˍ"」、「財団だより」など
の企画を事຿ہよりఏҊし、ҕһ会でのٞ࿦を

ද 1　͖Ύ͏すい工事にࡌܝさΕたίンςンπ一ཡ（2）
2��2 2��� 2��4 2��� 2��� 2��� 2��� 2��� 2�1� 2�11 2�12 2�1� 2�14 2�1� 2�1� 2�1� 2�1� 2�1� 2�2�
� 1� 11 12 1� 14 1� 1� 1� 1� 1� 2� 21 22 2� 24 2� 2� 2� 2� 2� �� �1 �2 �� �4 �� �� �� �� �� 4� 41 42 4� 44 4� 4� 4�
ౙ Ն ౙ Ն 新 Ն 新 Ն 新 Ն 新 Ն 新 Ն 新 Ն 新 Ն 新 Ն 新 Ն 新 Ն 新 Ն 新 Ն 新 Ն 新 Ն 新 Ն 新 Ն 新 Ն ळ
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めていきました。なお、ฤݻて۩体の内容をܦ
集ҕһ会では次号の企画Ҋを৹ٞしますが、ୈ
2回のฤ集ҕһ会から次々号の企画Ҋについて
もϑリートーΩンάࣜܗで意見交׵を行ってい
ます。ҕһ会でのٞ࿦で特集企画の内容、ݪ稿
ґཔを行う対৅などがܾまることが多々ありま
した。この࿮組みはඇৗに༗ޮであり、ࡏݱも
継続しているところです。
「給水装置いま・Ήかし」は、各地の水道ه念

ؗにలࣔされた給水装置のࣸਅとઆ໌จをܝ載
し、給水装置の今ੲを紹介するものです。ୈ1
回の横浜市水道ه念ؗをはじめ、ୈ�号までに
1�水道事業者のه念ؗをܝ載しましたが、対৅
となるه念ؗが見当たらなくなったため、ୈ�
号でٳ載としました。

メーΧー・工場・ࢦ定工事事業者の紹介ه事
は、「水のͻろ͹」と໏ଧって、ୈ1回は5050
がӡӦする水のઐ໳図ॻؗ「ϥイϒϥリー・Ξ
ΫΞ」を取り上げました。ୈ2回以降は人ࡐҭ成・
組৫活性・ҟจԽίϛϡχέーシϣントϨー
φーٴびίンαルタントのߕլඒஐࢠさΜがイ
ンタϏϡΞーを຿めるインタϏϡーཝになりま
したが、これもୈ1�号でٳ載となっています。
「エッセイ」は、水をΩーϫーυにஶ名人、水

道事業者΍メーΧー、管工事組合の0#等に執
筆していただいています。近年は水道関係者に

よる執筆が多いですが、メΩシί・ϛϡンϔン・
ϞントリΦールΦリンϐッΫのϚϥιン日ຊ୅
表であるӉࠤඒজ࿕ࢯ（当࣌は౦ւ大学体ҭ学
෦ڭत）をはじめ、ҩࢁొ・ࢣՈの今Ҫ௨ࢯࢠ、
ঁ༏の࿨ઘխࢯࢠ、ྉཧ研究Ոのߐ上ӫࢯࢠな
どのஶ名人にも執筆いただいています。12ʙ14
号はٳ載しましたが、それ以外はຖ号1ʙ2名の
方のエッセイをܝ載してきています。
「給水装置技術講座」は、給水装置工事の実຿

୲当者の஌ࣝ向上のҰ助になるよう、給水装置
に係わる๏ྩ、事ނ事ྫ、給水管・継खٴび給
水༻۩のߏ଄・機ೳなどをղઆするものです。
Կ度かٳ載しつつもࡏݱまで連໖と継続してき
ています。ςーϚのมભとしては、ୈ2号から
ୈ�号までは「給水装置のߏ଄ٴび࣭ࡐのج४
に関する省ྩにن定された給水管ٴび給水༻۩
の性ೳج४」、ୈ�号からୈ1�号までは「給水管・
継खシリーズ」、ୈ14号からୈ21号までは「給
水ث۩シリーズ」、ୈ22号からୈ24号までは「ҟ
छۚଐ管の઀合」といったシリーズものが多
かったですが、ୈ2�号以降は「ృ装によるۚଐ
の๷৯とそのྼԽ」、「水道༻ϙリエνϨン管の
଱ѹݧࢼ方๏とߴԹ࣌のࢪ工の஫意఺」、「水道
メータに係るྔܭ๏ྩのվਖ਼とその対Ԡ」、「水
道഑水༻ϙリエνϨン管」、「水受け෦とు水口
がҰ体ߏ଄の給水༻۩のٯ流๷ࢭ」、「特定ࢪ設
水道連݁ܕεϓリンΫϥー設උの഑管における
ద੾なࢪ工」など、୯発あるいは2回ఔ度のݪ
稿をܝ載しています。ただ、近年はୈ��号から
ୈ4�号まで「給水装置の事ނ事ྫ」、ୈ42号か
らୈ44号まで「௚݁給水シεςϜにおける給水
管内のٯ流๷ࢭ」を連載するなど、�回シリー
ズが૿えてきています。そして、ୈ4�号からは
による�回ࢯ設のԬ内ൟ࿨ݐ上ҕһ長とࣛ島ࡔ
シリーズの「給水シεςϜと給水ϙンϓ」がε
タートしています。今後もٓ࣌にଈしたςーϚ
をબびつつ、継続していきたいと考えています。
「給水装置2ˍ"」は、給水装置工事の実຿者

が৬຿தにײじるだろうٙ໰を૝定し、それに
回౴するίーφーです。౦ژ都水道ہと横浜市
水道ہからબ೚されたҕһが、交ޓに࣭໰߲໨
とその回౴を࡞成しています。ୈ1回໨は横浜
市水道ہが「給水装置いま・Ήかし」の୲当と

ਤ 2　第 2߸͔Βଓ͘ΤοセΠ
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なったため、「給水装置2ˍ"」は౦ژ都水道ہ
が୲当しました。それ以来、ୈ4�号まで交ޓに
୲当・ܝ載してきましたが、Ұ定の໾ׂをՌた
したと൑அし、今号からはܝ載しないこととし
ました。

このほか、「給水装置工事技術に関する調査研
究助成報告」、当財団の技術開発෦ࢀ事であり、
のઐ໳（ߏ協ྗ機ࡍࠃのࡏݱ）協ྗ事業団ࡍࠃ
ՈとしてϕトφϜに೿ݣされていたౢ࡚හতࢯ
による「ݱ地だより」などもܝ載しています。ݱ
地だよりは1回のٳ載をڬみ12号まで続きまし
たが同号でऴྃ。「給水装置工事技術に関する調
査研究助成報告」はࡏݱもਵ࣌継続しています。

͞ΒͳΔ৘ใͷൃ৴ɾަྲྀ΁

水道のීٴ཰は��ˋにୡし、都市・ࣾ会活動
΍市民活動をӦΉࠃ౔には水道管࿏がෑ設され
るにࢸっています。このような水道管࿏等のຒ
設された場ॴでは、࿝ܦ・ٺ年Խした管࿏のߋ
新がੵۃతにਐめられており、これに伴い新た
な管࿏へのط設ݐ෺の給水管取り付けସえ等の
給水装置工事も行われるとともに、年間໿��ສ
設されている新ஙॅ୐でも給水装置工事はݐށ
行われています。これらの工事は、新しいॅ୐
開発地よりもطଘ市֗地で行われることが多い

ため、交௨ো害΍近ྡॅ民の໎࿭にならないよ
うな഑ྀもٻめられます。

さらには、���ສށにものぼるۭきՈ対ࡦを
講じようとすれ͹、それらに࢖༻されている給
水装置のఫڈとそれに伴い発生するഇغ෺のద
ਖ਼なॲཧ・ॲ分までٻめられるようになってお
り、給水装置工事は、ਖ਼に旧来のৗࣝではすま
ない、新しい技術とセンεにཪ付けられて行う
ඞཁがߴまっています。Ұ方、平成��年12݄の
水道๏վਖ਼に伴い、水道事業のࡏり方が大きく
มわろうとしている͹かりでなく、*P5をؚめ
新しい技術΍新ૉࡐが給水装置をؚめ、多༷な
水道分野で活༻されるようになってきています。

こうした水道事業ならびに給水装置工事を取
り巻くڥ؀が大きくมԽしているঢ়گを౿ま
え、さらなる情報の発信と交流を図るため、機
関誌「きゅうすい工事」においても従来の年2
回発行から年4回発行へと拡充することとしま
した。

拡充に当たっては、当財団の活動紹介ならび
に「給水装置工事技術に関する調査研究助成報
告」をはじめ、ٓ࣌をಘたςーϚにয఺を当て
た「特集」、給水装置工事΍ҡ持管ཧに係る情報
を発信する「給水装置技術講座」、水道界のஶ名
人による「エッセイ」などのίーφーは継続し
つつ、新たに水道事業を࣠とする水関係行政、
地方自治体、学会、消費生活等の分野に関係さ
れる方々にメッセージを寄せていただく「巻頭
言」、各都市の水道事業者ならびに管工事協同組
合の取組みを紹介する「わが町の水道事業と管
工事組合」、給水装置に関する民間企業等の取組
みを紹介する「給水装置関連企業の最新動向」
などの新たな連載企画も設けるなど、さらなる
内容の充実を図っているところです。

機関誌「きゅうすい工事」では、これからも
෯広いಡ者のօ༷の໾にཱつ情報をおಧけする
とともに、水道界のօ༷の交流をਂめ、人຺の
ωットϫーΫを広げるための誌໘ͮくりを໨ࢦ
して౒ྗしてまいります。引き続きご愛ಡを賜
りますようお願い申し上げます。

ਤ 3　給水装置技術࠲ߨ͸ޙࠓ΋ܧଓ
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2���（平成12）年य़に「きゅうすい工事」は
૑ץしました。1���（平成�）年の水道๏վਖ਼
に伴い新たに設けられた「給水装置工事ओ೚技
術者」への情報ఏڙがओな໾ׂです。この੍度
は水道にとって།ҰのࠃՈ֨ࢿで水道事業と
Ϣーザーを݁びつけるॏཁな෦分を֬かなもの
にしようということで設けられました。この੍
度がつくられるまでは、各事業体がಠ自にج४
を設けていたため多くのށ࿭い΍᫁᫟が生じて
いました。
「きゅうすい工事」は、このࠃՈݧࢼのࢦ定ࢼ

機関となった給水工事技術振興財団と管工事ݧ
会ࣾ΍技術者とのڮ౉しとなり、技術者・技ೳ
者のཆ成΍技術の紹介、技ೳ向上に寄༩できな
いかと発ץされました。

そのฤ集をҕ೚されたのですが、学術誌なら
ともかく広報誌తな性֨を持つ機関誌は今まで
したことがなく、どのような情報をどのよݧܦ
うにಧけれ͹いいのか໎う͹かりでした。ฤ集
ҕһでࢀ画いただいた方々は෯広い分野でご活
༂されているので、給水装置はもとより水道શ
ൠに関する஌ࣝは๛෋です。そこでຖ回特集を
組み給水に関連するه事を特集としてまとめる
こととしました。୲当はฤ集ҕһに持ͪ回りで、
事の発Ҋと執筆内容、ల開をҰ೚ه事としてװ
するかたͪとしました。ҕһ会では࣌間の大൒
を消費し、特集ςーϚをҕһ同࢜のϑリーデΟ
εΧッシϣンから見つけて࿅り上げていきまし
た。こうしたできた特集は給水工事に関わる方
にはັྗのある໾ཱつものとなったと考えてい
ます。しかし、ϖージを開いてもらわなけれ͹
意味がありませΜ。そこで「巻頭言」はなしとし、
できるだけಡみ΍すくするためエッセイを巻頭

に置くこととしました。「水」に関わる࿩を各界
の方々にお願いし、「水の思い出」΍「水のॏཁ
さ」をいろいろな໘から取り上げてもらう企画
です。Ϛϥιンでの給水΍ొࢁでの水など命に
も関わりかͶない「水」の࿩΍ۤ労࿩です。

খ生は機関誌のฤ集以外にもいろいろな財団
の࢓事をおख఻いしていました。ݧࢼ໰୊の࡞
成を行うݧࢼҕһ会にも関係していました。ࢼ
者はݧが付いたのは、受ؾ成のաఔで࡞໰୊ݧ
給水装置にはৄしいが水道શ体となると஌ࣝが
΍΍ոしくなる、特に水࣭に関してはۃめて஌
ࣝが๡しいということです。給水装置は水道ࢪ
設をϢーザーにつな͙大੾な装置であることか
ら、工事関係者は「なͥこのようなことがࢦ਑に
ॻかれているのか」、「なͥこのことがॏཁなの
か」を஌ってもらうためには水道શ体を஌っても
らうඞཁがあります。෯広い分野でご活༂いた
だいているฤ集ҕһに、「特集」を໨玉に෯広い
஌ࣝを紹介していただくことで、給水以外の水
道を஌ってもらおうとしました。݁Ռ、ۃめてό
ϥエςΟに෋Μだ特集がつくれるようになったと
思います。Ֆの名ॴとして஌られるড়水場紹介
΍自ຫ࿩もあれ͹、新技術紹介΍ࡂ害の復旧な
ど、قઅײのある࿩΍関連する࢓事のॏཁ性な
どを、೉しくならないことにؾを付けながらまと
めることに౒めました。

తな関係で、్தからஶ名人のエッセイをۚࢿ
அ念し、ץقがՆとౙの年ೋ回発行となるなど
ឯ༨ંۂはありましたが、Կとか「ಡΜでいただ
ける機関誌」を࡞成できたと考えています。今後
はࡔ上ઌ生のもと新たなࢹ఺でより਌しみのある
໾ཱつ機関誌となることを期待しております。

౦ւେֶ໊༪ڭत
ໜఉɹ஛ੜ

ʮ͖Ύ͏͍͢ࣄ޻ʯのฤूΛ
ৼΓฦͬͯ
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と給水工事技術振興財団の関わりは、設ཱࢲ
当初の平成�年に૎ります。当࣌の੉઒੣૯຿
෦長にۦり出され、౦ژ・新॓でࢼ行したܦա
ા置講श会とୈ1回の給水装置工事ओ೚技術者
の؂ಜһを຿めました。その後、し͹らくݧࢼ
間がۭきますが、ݱ৬にब೚したことに伴い平
成2�年度のୈ��号から機関誌ฤ集ҕһ会のҕһ
にब೚しました。ࡏݱは෭ҕһ長もഈ命してい
ます。図らずもҕһ長の୅ཧを຿めさせていた
だいたこともあり、վめて਎の引きకまる思い
がしております。

さて、「きゅうすい工事」ではฤ集ҕһである
౦ژ都水道ہ、横浜市水道ہ、日ຊ水道協会、
શࠃ管工事業協同組合連合会、日ຊόルϒ工業
会、給水シεςϜ協会の各ҕһがॱ൪に特集企
画のఏҊを行います。事຿ہが特集企画をఏҊ
することもあり、ඞずしも�回に1回ॱ൪が回っ
てくるわけではありませΜが、ҕһब೚௚後の
ୈ��号における特集企画のఏҊは日ຊ水道協会
の୲当でした。

աڈのཤྺを見ますと、௚݁給水΍ઙ૚ຒ設、
Ԗ管、ஷ水૧水道など、給水装置に関するϋー
υ໘の取組みが多く取り上げられていましたの
で、ιϑト໘の࿩୊もあってはどうかと考え、

「水道事業をཧղしてもらうために」と୊して、
日ຊ水道協会、ؠखݝ໼ۊ町、౦ژ都、ژ都市、
ٶである੢ہの事຿（ਆ�事業体ࡕ）"/(",
市に、それͧれの広報活動などを紹介してもら
いました。当࣌はओなಡ者が水道事業体なのか、
管工事事業者なのかがྑくཧղできておらず、

どのような企画をఏҊすれ͹ྑいかඇৗに೰Μ
だことがҹ৅に࢒っています。

次の特集企画のఏҊを行ったのは、ྩ࿨ݩ年
�݄発行のୈ44号です。「大ن໛ࡂ害等にඋえた
ຊ෦機ೳの֬อ・強Խ」と୊して、地਒等自વ
੩Ԭ市上、ہ市水道ࢁ害への対ԠをඋえたԬࡂ
下水道ہ、શࠃ管工事業協同組合連合会の新た
なຊிࣷ等について紹介してらいました。この
もಡ者૚にཹ意しつつ、取り上げるίンςン࣌
πの内容のબ定などを行いました。

このほか、機関誌「きゅうすい工事」では、
ຖ号2名の方にエッセイを執筆していただくの
ですが、執筆者は水道事業体または学ࣝݧܦ者
が1名、民間企業等が1名というߏ成です。さら
に、جຊతにݱ৬ではなくୀ೚された方にґཔ
するという҉໧のルールもありましたので、執
筆者がܾまらないέーεもありました。ٞ࿦は
ໜఉҕһ長がリーυされるのですが、日ຊ水道
協会は׭࢈学にわたる広いωットϫーΫを༗し
ておりますので、これらを生かしてໜఉҕһ長
をαϙートさせていただきました。

とりとめのない思い出࿩になってしまいまし
たが、機関誌「きゅうすい工事」は発行回਺を
年2回から4回に拡充されるとおฉきしました。
特集企画のཱҊ΍エッセイ執筆者のબ定など、
大มなことは多々あるかと思いますが、よりྑ
い情報発信のπールとなるよう、今後も機関誌
ฤ集ҕһ会෭ҕһ長としてਚྗしてまいりたい
と考えています。

ʢެ社ʣ೔ຊਫಓڠ会૯຿෦௕
େ؏ɹࢠࡾஉ

ಡऀ૚Λҙࣝͯ͠ಛूاըΛఏҊ
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ຊ会の広報୲当のཧ事となり、2�1�（平成
2�）年1�݄から平成最後となる2�1�（平成�1）
年4݄まで機関誌ฤ集ҕһ会のҕһとしてࢀ画
しました。ब೚当࣌からࡂ害対ࡦ୲当のཧ事を
݉೚しており、日ຊ水道協会の「地਒等࣌ٸۓ
対Ԡのख引き」のվగを受けて、ຊ会でも「地
਒等࣌ٸۓにおけるԠٸ復旧工事対ԠϚχϡΞ
ル」をվగし、各地組合でઆ໌会を行っており
ました。

2�1�（平成2�）年4݄1�日に開࠵されたҕһ
会のཌ14日໷に熊ຊ地਒の਒度�の前਒が発生
し、1�日ະ໌に਒度�のຊ਒が発生しました。

地のӹ৓町ݯᬎ、熊ຊにೖりましたが、਒ٸ
などの被害はすさまじく、Ո԰がな͗౗されて
いるঢ়گでした。熊ຊ、大分など۝भݝ�で最
大44ສށがஅ水し、厚生労働省、日ຊ水道協会
管工事組合ཧ事長ݩび水道事業体のཁ੥と地ٴ
はじめ関係者のత֬な൑அと対Ԡにより、ຊ会
の��都道෎ݝの会һ組合よりԆ΂໿�
���名・
。復旧活動にあたりましたٸ業日਺���日のԠ࡞

熊ຊ地਒における給水装置引きࠐみ෦の被害
ঢ়گを調査し、給水装置引きࠐみ෦の଱਒性向
上に向けた課୊を໌らかにし、水道事業者のద
੾な給水管छ・ߏ଄のબ୒、ࡐࢿメーΧーによ
る඼࣭վྑと新たな技術開発、今後の給水装置
引きࠐみ෦の଱਒性向上にࢿするため、給水工
事技術振興財団では「熊ຊ地਒給水装置被害ঢ়

調査報告」を2�1�（平成��）年�݄にとりまگ
とめられております。地ݩの熊ຊ市管工事協同
組合からԠٸ復旧൝のਞ頭شࢦをされていた෭
ཧ事長がࢀ画しています。

෩水害の被害もਙ大で、ࡢ年は�݄の୆෩ୈ
1�号、1�݄の୆෩1�号と強෩΍大雨によるࡂ害
が広Ҭతに発生し、特に୆෩1�号ではࢲの地ݩ
であるਆಸ઒ݝ内の水道ࢪ設の被害が໿1ԯ�
ઍສԁでした。地ݩ管工事組合は、ࡂ害活動の
Ұ؀で、日ࠒからݝ企業ிとの実動܇࿅΍、ࡂ
害協定క݁ઌの管工事組合と܇࿅を行い、地Ҭ
ࣾ会へのݙߩを੹຿とした期待にԠえられる体
੍の強Խに౒めております。

水道๏のҰ෦վਖ਼でࡢ年1�݄にࢪ行されたࢦ
定給水装置工事事業者のߋ新੍度の૑設などに
ついて、ຊ誌ྩ࿨2年新年号にて「վਖ਼水道๏
がࢪ行ʂさらなる҆શな給水装置工事の実ݱ
へ」と୊して特集されました。水道をར༻され
ている方々へのྑ࣭な給水工事をಧける؍఺か
ら、ຊ会の長年にわたる活動が成बできたこと
を財団΍ҕһ会ҕһのօ༷とともにتΜでいる
ところです。関係者各Ґにվめて御礼申し上げ
ます。

શ؅ࠃ工ࣄ業ڠಉ૊߹࿈߹会
૯຿ɾ֐ࡂରࡦ୲౰෭会௕

޾ɹએݪ

৽制౓૑ઃಛूߋళのࣄ޻ఆࢦ
ແྔ֒ײʹ
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の機関誌ฤ集ҕһ会との関わりですが、૑ࢲ
からબ೚されہ号から໿�年間、横浜市水道ץ
たҕһとして、その�年後にԑあって財団に࠾
༻されୀ৬するまでの�年間、ฤ集ҕһ会の事
຿ہとしてࢀ画しました。そこでҕһと事຿ہ
それͧれでҹ৅に࢒っている事ฑを紹介します。

ҕһでは、ୈ2号から始まったΧϥーάϥϏ
Ξ「給水装置いま・Ήかし」（1）への横浜市水
道ه念ؗのܝ載になります。ୈ1回ฤ集ҕһ会
において「このه念ؗは近୅水道૑設1��प年
をه念して開設したもので初回のܝ載に;さわ
しい」となり、その場でࣸਅのఏڙと執筆のґ
པを受けました。これをہに持ͪؼり、水道ه
念ؗٴびซ設の技術ࢿྉؗの給水装置に関わる
లࣔ඼等のࣸਅࡱӨを行いました。άϥϏΞは
2ทでしたので、ܝ載できるࣸਅの਺は多くて
も1�ຕఔ度とฉいておりましたが、ࡱӨされた
ࣸਅから2�਺ຕをϐッΫΞッϓし、それにࣸਅ
にࡱったలࣔ඼の֓ཁとその出యをهして事຿
にૹりました。ୈ2号が出൛されϖージをめہ
くってみますと、ΧϥーάϥϏΞは巻頭2ทで
11ຕのࣸਅでߏ成されていましたが、ڻいたの
は、��、��ทに事຿ہにૹった�lలࣔ඼の֓ཁ
とその出యzがそのまま「横浜市水道ه念ؗ（技
術ࢿྉؗ）」という表୊でܝ載されていたことで
した。ௌきましたところ、事຿ہ内で「給水装
置のมભを஌るࢿྉになるのでܝ載する」と
なったと࢕いました。従前からऩ集していたࢿ
ྉが活ࣈになりܹײした次ୈです。

事຿ہでは、૑࣌ץからܝ載の「給水装置技
術講座」のςーϚの発Ҋがҹ৅に࢒っています。
事຿ہとなって2回໨のҕһ会で、次々回発ץの
ςーϚについてϑリートーΩンάしたのですが、
ख٧りঢ়ଶになりました。そのときໜఉҕһ長か
ら「次回以降の技術講座Ҋは事຿ہがݕ౼しఏ
Ҋできないか」とのఏҊがありྃঝされました。

次回ςーϚҊは、ϙリエνϨン管の特性であ
るॊೈ性にىҼする事ނ等に対Ԡするため、関

係工業会が「ϙリエνϨン管の଱ѹݧࢼ方๏と
工の஫意఺」をとりまとめていたといࢪの࣌Թߴ
う情報をಘていたのでこれをఏҊしました。そ
れ以降のςーϚҊは、ܝ載の༏ઌॱҐを、ᶃ給
水装置に関わる๏ྩվਖ਼、ᶄ技術のशಘにܨが
る給水装置の事ނ事ྫ、ᶅ人ࡐҭ成、஌ࣝのश
ಘ等とイメージし、これにԊってఏҊしました。

この間のςーϚҊでओなものをڍげますと、๏
ྩ関係では「水道メータに係るྔܭ๏ྩのվਖ਼と
その対Ԡ」と、トϐッΫεにܝ載した「給水装置
のߏ଄ٴび࣭ࡐのج४に関する省ྩのҰ෦վਖ਼」
です。事ނ事ྫでは、前هのϙリエνϨン管のほ
か、খن໛ࣾ会෱ࢪࢱ設に設置されている水道
௚݁ܕεϓリンΫϥーのϔッυがՐࡂをײ஌した
にも関わらず、഑管工事のࡍの઀ணࡎがు水口を
に関して、消๷ி等からނ水しなかった事์͗࠹
௨஌された「特定連݁ܕεϓリンΫϥー設උの഑
管におけるద੾なࢪ工について」です。人ࡐҭ成、
஌ࣝのशಘ等では、新水道Ϗジϣンにࣔされた

「給水装置の事ނの大෯なݮগと人ࡐҭ成」を図
るため、財団が水道事業者4��者等を対৅に「事
、しましたがࢪ事ྫのΞンέート調査等」を実ނ
これを人ࡐҭ成に活༻するため、その調査݁Ռの
֓ཁをまとめた「給水装置の事ނ事ྫに学Ϳ」を
載しました。また、この調査では工事に関わるܝ
஌ࣝ・技ೳෆ଍がݪҼと思われる事ނ事ྫが多
く見受けられたので、分ذ工事ٴび分ذから水
道メータまでの管छごとの഑管工事について、ࢪ
工技術の向上と給水装置の඼࣭の向上を図るた
め、工事の࡞業工ఔごとの技術తなཹ意事߲΍
਺஋ج४をとりまとめた「道࿏内給水装置の֬実
なࢪ工に向けて」のܝ載もซせてఏҊしました。

給水装置技術講座は、今回から年4回の発行
となります。その分ςーϚҊの࡞成がよりݫし
くなると思いますが、この講座は続けていただ
きたいと思っています。ただし、復शすること
も、Ұੇཱͪࢭまりٳ載することもબ୒ࢶにあ
ると思います。

ʢެࡒʣݩ給ਫ工ٕࣄज़ৼٕஂࡒڵज़։ൃ෦௕
੨໦ɹޫ

ʹʯࣄ޻ʮ͖Ύ͏͍͢ࢽؔػ
Θͬͯܞ



Vol.21  No.2  2020. 夏季号 ●

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

13

ಛू 

今ൠの新ܕίϩφ΢イルεのײછ๷ࢭ対ࡦとして、ੴけΜを༻いたखચいがਪ঑

されているが、΢Υーターエイυジϟύンによると、ੈ界では໿4��のՈఉでखચ

い設උをར༻することができず、ੈ界の4�ˋのอ݈ҩྍࢪ設には、水とੴけΜを࢖

うことのできるखચい設උがないという。޾いわがࠃは水道関係者のඞࢮの౒ྗに

より、新ܕίϩφ΢イルεײછ঱が流行するதでも、҆શな水道水がৗڙ࣌給され

ており、新ܕίϩφ΢イルεのײછ๷ࢭにҰ໾ങっている。このことを౿まえ、վ

めて水道水の໾ׂに஫໨が集まりそうだ。

そこで、ཱࠃอ݈ҩྍՊ学Ӄの島㟒上੮ओ೚研究׭に、これまでわがࠃのެऺӴ

生の向上にՌたしてきた水道のྺ࢙とその໾ׂ、近年の水࣭事ނ事ྫについて振り

返るとともに、新ܕίϩφ΢イルεײછ๷ࢭ対ࡦにおける水道水の༗ޮ性΍課୊に

ついて紹介していただいた。

感染症対策と水道水
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わがࠃの水道๏は、ୈ1৚にهされている௨
り「ਗ਼ড়にして๛෋௿྿な水のڙ給を図り、も
つてެऺӴ生の向上と生活ڥ؀のվળとに寄༩
すること」を໨తとしている。ීஈはあまり意
ࣝすることがないものの、わがࠃで໌治以降に
近୅水道の෍設が始まって以来、人々の生命を
Ӵ（まも）り、また、շదな日ৗ生活をおくる
上でܽかせないࣾ会ج൫のҰつとして、水道は
のࠃり続けている。ຊ稿では、これまでわがࡏ
ެऺӴ生の向上にՌたしてきた水道のྺ࢙とそ
の໾ׂ、近年の水࣭事ނ事ྫについて振り返る
とともに、新ܕίϩφ΢イルεײછ঱対ࡦにお
ける༗ޮ性΍課୊について紹介したい。

ۙ୅水ಓͷීٴʹΑΔੜ׆Ӵੜ্޲ͷ�
࢙ྺ
近୅水道は、༗ѹૹ水・ろաড়水・ৗ࣌給水

により特௃ͮけられており、それをࢧえるجຊత
な技術としてரమ管、࠭ろա、ϙンϓがڍげら
れる1）。いずれの技術も1�ੈلにཱ֬されており、
管内を༗ѹかつ水ີঢ়ଶでڙ給することで外෦
からのԚછを๷ࢭし、ろաによりײછ঱のݪҼ
となるපݪ体を水தからআڈすることがՄೳと
なった。1��4年、ӳࠃのҩࢣジϣン・εϊ΢は、
ςϜズ઒の水をろաして࢖༻している地Ҭがଞ
の地Ҭとൺ΂てίϨϥの発঱がগないことを౷
にあށが特定のҪݯ学により見いだし、Ԛછܭ
ることをಥきࢭめた2）。ジϣン・εϊ΢はこの成
Ռにより、Ӹ学の開૆ともݺ͹れている。その
後、ίϨϥ等のݪҼとなるපەࡉݪが発見され
た。当࣌、Ϥーϩッύ各ࠃにීٴしていた؇଎

ろա๏によるড়水ॲཧがەࡉのআڈに༗ޮであ
ること、特にίϨϥ流行࣌におけるޮՌがߴいこ
とが໌らかとなり、҆શなҿྉ水をڙ給するӴ
生ࢪ設として、水道はධՁされるようになった�）。

わがࠃでも、近୅水道がීٴする以前は、ίϨ
ϥ、੺ཀྵ、νϑεなど消Խܥث水ײܥછ঱のױ
者਺がۃめて多いঢ়گであった。特に、ນ຤の
開ࠃをきっかけとしてશࠃにίϨϥが流行し、
1���（໌治ݩ）年から1���（໌治2�）年までの
ίϨϥの発生ױ者਺はશࠃで41ສ人、その൒਺
以上がࢮ๢した4）。また、੺ཀྵ、௎νϑεについ
ても多くのױ者が発生し、ίϨϥと同༷、ෆӴ生
なҿྉ水がݪҼのҰつであった。ίϨϥ等の水ܥ
設を௨じたӴݐび下水道のٴછ঱には、水道ײ
生ڥ؀のվળによる予๷త対ࡦがඞཁとのೝࣝ
のもと、近୅水道の෍設がࡦࠃとしてਐめられ
た。1���（໌治1�）年の横浜をはじめ、大都市
΍ߓ࿷都市をத心に、શࠃ各地に近୅水道が広
まった4）。水道のԘૉ消ಟは1�22（大ਖ਼11）年に
౦ٴژび横浜にて始まったものの、その実ࢪは
られていた�）。Ԙૉ消ಟݶ等に࣌છ঱の流行ײ
のৗ࣌実ࢪは、1�4�（ত࿨2�）年のऴઓ後、ਐ
ற܉がறཹする都市の水道に対してԘૉ消ಟを
強Խする命ྩを出したことによる。厚生省も給
水ખの༡離ཹ࢒Ԙૉをอ持するࢦಋを行い、શ
తにԘૉ消ಟが強Խされた�）。1���（ত࿨�2）ࠃ
年に੍定された水道๏では、水道事業者等はԘ
ૉ消ಟをؚめӴ生上ඞཁなા置を行わͶ͹なら
ないことがن定された。

このように、શࠃతな近୅水道のීٴとԘૉ
消ಟのపఈならびに下水ॲཧ΍Ӵ生తなし೘ॲ
ཧのීٴ等に伴い、わがࠃの水ײܥછ঱のױ者
਺はܶతにݮগしたのである（ਤ1）。

෦ڀݚڥ؀׆อ݈ҩྍՊֶӃ�ੜཱࠃ
ਫ؅ཧྖڀݚҬ�্੮ओ೚׭ڀݚ

ౡ㟒ɹେ

Ռͨ͢水ಓの໾ׂʹࡦછ঱ରײ
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ಛू  と水道水ࡦછ঱ରײ

ྫࣄછ঱ͷൃੜײܥͷ水ۙ࠷

わがࠃの水道ීٴ཰は1���（ত࿨4�）年には
���を௒え、2�1�（平成��）年࣌఺では���に
ୡした�）。しかし、ҿྉ水に関連する水࣭事ނ
は引き続き発生しており、そのҰ෦ではར༻者
への݈߁被害が生じている。

1���（ত࿨��）年ʙ2�12（平成24）年のաڈ
��年間を対৅とした調査�）では、ҿྉ水を介し
た水࣭事ނ等の事ྫは໿���݅発生した。Խ学෺
࣭をݪҼとする事ྫが最も多く、2��݅と൒਺近
くを઎めるものの、ױ者の発生など実ࡍの݈߁被
害を生じた事ྫは�݅とݶられていた。ଞ方、ඍ

生෺による1�1݅のうͪ1�1݅が໌֬な݈߁被害
を伴っており、わがࠃでҿྉ水に༝来して݈߁被
害が生じた事ྫは、ඍ生෺をݪҼとすることがほ
とΜどであった。தでも、Ҫށ水΍༙水、ઐ༻水
道などখن໛水道ࢪ設での発生が多く、ओたるݪ
ҼとしてԘૉ消ಟのෆඋがࢦఠされている�）。

աڈ��年間の水࣭事ނのうͪ、།Ұのࢮ๢ྫ
は、1���（平成2）年に࡛玉ݝ内の༮ஓԂにて発
生した௎管出݂性大௎01ە��による集団ײછで
あった。ࢪ設のড়Խ૧から࿙出したԚ水が同じෑ
地内のҪށ水にࠞೖし、ԚછされたҪށ水をҿ༻
したことがݪҼとਪଌされた。Ԃࣇ、そのՈ଒、
৬һ等の�1�名が発঱し、Ԃ2ࣇ名がࢮ๢した1�）。

ਤ 1　水道・下水道ͷීٴ཰ͱ水ײܥછ঱ױ者਺ͷ年࣍ਪҠ �）

発生年݄日 発生場ॴ Ҽҿྉ水ݪ Ҽ෺࣭等ݪ 発生ࢪ設 ઁ৯者਺�ˎ 1 者਺ױ

)1�

ú ݄1�日 新ׁݝ Ҫށ水 ϊϩ΢イルε、΢Σルシϡ、ԫ৭ϒυ΢ەٿ、
ΧンϐϩόΫター、大௎ە ҿ৯ళ 22� 1�1

ý ݄1�日 ੴ઒ݝ Ҫށ水 ϊϩ΢イルε ҿ৯ళ �22 ��
þ ݄2�日 ઍ༿ݝ ྫྷ水ث（؆қઐ༻水道） " ϩタ΢イルε܈ 学ߍ �� 4�
þ ݄ û 日 大分ݝ Ҫށ水 ௎管出݂性大௎75）ە （生࢈ Ոఉ 4 �
Ā ݄ ü 日 愛ඤݝ ྫྷ水ث（ਪ定、水ݯはઐ༻水道ʦਂҪށʧ）ΧンϐϩόΫター・ジΣジϡχʗίリ 学ߍ �2� ��

)1� ú ݄上० 広島ݝ Ҫށ水 大௎܈ەがݕ出されたが特定できず Ոఉ 1� 1�
ÿ ݄1�日 ੴ઒ݝ ؆қ水道（表流水） ΧンϐϩόΫター・ジΣジϡχʗίリ ॓ധࢪ設 �� �2

)1�

ú ݄1�日 ळాݝ ؆қ水道（地下水） ϊϩ΢イルε Ոఉ等 ʵ 2�
ý ݄��日 ݝསࢁ ؆қ水道（表流水） ΧンϐϩόΫター・ジΣジϡχʗίリ Ոఉ等 ʵ ��
þ ݄ ý 日 大分ݝ ઐ༻水道（ແೝՄ、表流水） ϓϨシΦϞφε・シήϩイデε ॓ധࢪ設 2�� 1��
þ ݄1�日 大分ݝ Ҫށ水 පݪ大௎（��01）ە Ωϟンϓ場 �4� 2��
ÿ ݄ ù 日 長野ݝ ༙水 පݪ大௎（��0）ە ॓ധࢪ設 �1 4�
ÿ ݄1�日 ݝ஌ߴ Ҫށ水 ෆ໌ Ոఉ等 2� 1�

)1� ÿ ݄2�日 ෱島ݝ ༙水 ΧンϐϩόΫター・ジΣジϡχ Ոఉ等 ʵ �1
Ā ݄1�日 ݝ৓ٶ Ҫށ水ʁ " （ەժ๔）ەϘπリψεܕ Ոఉ等 � 1

)21 Ā ݄24日 ௗ取ݝ ෆ໌（ҿྉ水ɿ؆қ水道のՄೳ性あり） �� Ոఉ等 ʵ ��
)22 11݄1�日 ઍ༿ݝ খن໛ஷ水૧水道 Ϋリϓトεϙリジ΢Ϝ、ジΞルジΞ Ոఉ等 4� 2�
)2� þ ݄2�日 長野ݝ ઐ༻水道（୔水） පݪ大௎（0121）ە ॓ധࢪ設 ʵ 1�

ÿ ݄ ø 日 ݝܗࢁ ༙水 පݪ大௎（��01）ە Ոఉ等 � 2
)24 þ ݄14日 ෋ݝࢁ ؆қ水道（地下水） エルシχΞ・エンςϩίリνΧ Ոఉ等 ʵ �
)2� ü ݄ Ā 日 大ࡕ෎ ؆қઐ༻水道ʁ ϊϩ΢イルε、ΧンϐϩόΫター・ジΣジϡχ ҿ৯ళ ʵ ෆ໌

ü ݄2�日 ਆಸ઒ݝ ؆қઐ༻水道 Ұൠەࡉ、大௎ە Ոఉ等 �� 11�ˎ 2
)2� Ā ݄ Ā 日 熊ຊݝ ؆қ水道（地下水） ౮༉ Ոఉ等 12� 2
)2� ý ݄12日 都෎ژ 上水道（表流水） ܰ༉ Ոఉ等 �� 2�ˎ �
)2� ý ݄24日 ݝསࢁ Ҫށ水 ΧンϐϩόΫター・ジΣジϡχ 事業ॴ 2� 1�
)�1 ù ݄ ü 日 ฌݝݿ ؆қઐ༻水道 ϊϩ΢イルε ҿ৯ళ ʵ ��ˎ 4
31 Ā ݄ ù 日 長野ݝ ҿྉ水ڙ給ࢪ設（༙水） ΧンϐϩόΫター・ジΣジϡχ ॓ധࢪ設 �2 41
ˎ 1�ઁ৯者਺がෆ໌の場合は給水人口
ˎ 2�水道水（受水૧水）がݪҼであったかはෆ໌
ˎ ��水道水がݪҼであったかはෆ໌
ˎ 4�ਪ定ױ者਺（行政が୳஌したٙいױ者の人਺をࢦす）ɿ�� 人

ද 1　水道にىҼ݈ͯ͠߁Өൃ͕ڹ生͠た水࣭Ԛછ事ނͷ事ྫ（ฏ੒ 15年度ʙ令和ݩ年度）11）
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2���（平成1�）年度から2�1�（ྩ࿨ݩ）年度
の間に、わがࠃの水道にىҼして݈߁Өڹが発
生した水࣭Ԛછ事ނの事ྫを表1にࣔす11）。最
近も؆қઐ༻水道、খن໛ஷ水૧水道、ྫྷ水ث
などݐங෺内の給水装置΍給水設උにおいて、
පݯ体のԚછによる集団ײછ事ྫが発生してお
り、ݐங෺΍給水装置のӴ生管ཧの໘からもཹ
意す΂きと言える。

Ұྫとして、ฌݝݿਆށ市で発生した事ྫで
は、2�1�（平成�1）年1݄上०から2݄上०にか
けて、঎業Ϗル内ళฮの従業һと٬のܭ��人が
下ཀྵ΍ᅅుの঱ঢ়をૌえた。地下のஷ水૧水と�
人のศからϊϩ΢イルεがݕ出され、Ԛછされ
た水道水をݪҼとする৯தಟとஅ定された12）。
このஷ水૧はӽ流管を௨じて༙水૧と連݁され
ており、給水管のഁଛにより水道水が༙水૧に
流ೖ、૿水した༙水૧水がӽ流管をٯ流してஷ
水૧にٯ流し、ஷ水૧の水をԚછしたとਪ࡯さ
れた。当֘のஷ水૧は、࿡໘఺ݕがෆՄೳな地
下ຒ設ࣜであり、かつ、ద੾に管ཧされていな
かったことがࢦఠされている。

৽ܕίϩφ΢Πϧεରࡦʹ͓͚Δ水ಓͷ
ॏཁੑͱ՝୊
છ事ײ市にて最初の集団׽෢・ࠃ年຤にதࡢ

ྫが報じられて以来、ґવとして新ܕίϩφ΢
イルεがੈ界தで໠Җを振るっている。当特集
ࠃ఺では、わが࣌である�݄21日࣌事の執筆ه
のྦྷੵײછ者（1$3ݕ査ཅ性者）は1ສ�
��4
名1�）、ੈ界શ体では��1ສ�
1�1名にୡし14）、ੈ
界શ体の1日当たりの新ײنછ者਺は、૿Ճし続
けているঢ়گにある。これまでに਺多く報じら
れているように、新ܕίϩφ΢イルεのײછ予
๷には、外出をできるだけ߇える、「ີดۭ間」「ີ
集場ॴ」「ີ઀場໘」をආける、ϚεΫのண༻な
ど֏エνέットを実行する、こまめに水とੴけ
Μを༻いたखચいを行うことがਪ঑される。

தでも、ੴけΜを༻いたखચいは、新ܕίϩ
φ΢イルεのײછ予๷にޮՌతである。ੴけΜ
等の界໘活性ࡎによりखࢦ等に付ணした新ܕί
ϩφ΢イルεは容қにഁյされ、े分な水ྔで
のચい流しによりखࢦからޮՌతに΢イルεを
আڈできる。新ܕίϩφ΢イルεをؚめ、人に
外ઢによࢵછするίϩφ΢イルεは、Ԙૉ΍ײ

る消ಟに対してײ受性がߴく、ෆ活Խされ΍す
いとされている。

ੈ界อ݈機関（8)0）ٴびࠃ連ࣇಐۚج
（6/*$&'）は、ຊ年�݄1�日に新ܕ΢イルεに
関するҿྉ水、ഇ水、Ӵ生行動、ഇغ෺管ཧ࢑
定Ψイμンεをެ開し、4݄2�日にߋ新した1�）。
当࢑定Ψイμンεは、水ڙ給とഇ水ॲཧ、Ӵ生
に関わる実຿者΍ҩྍ従事者を対৅としてお
り、新ܕίϩφ΢イルεײછ঱の๷ࢭと੍御に
おける水・Ӵ生関連の最新情報をఏڙするもの
である。筆者がॴଐするཱࠃอ݈ҩྍՊ学Ӄに
てશจの日ຊޠԾ༁を࡞成し、΢Σϒにてެ開
した1�）。以下に、ҿྉ水および下ഇ水に関連す
る情報のུ֓をࣔす。
・新ܕίϩφ΢イルεのओなײછܦ࿏は、ٵݺ

飛ລと௚઀の઀৮であり、ײછ者のฅศから
者のฅױ、છした報告事ྫはない。しかしײ
ศ΍下水から新ܕίϩφ΢イルεの3/"அย
がݕ出されている。

・これまで新ܕίϩφ΢イルεが下水を介して
છしたという஌見はないものの、下水はదײ
੾に設ܭされ管ཧされたࢪ設でॲཧされるඞ
ཁがある。各ॲཧ΍رऍ・଺ཹ࣌間により、
જࡏతなリεΫはさらに௿ݮする。実຿者は、
をண۩ޢするためద੾な個人༻อޢをอ߁݈
༻し、खࢦをසൟに消ಟするඞཁがある。

・ະॲཧのҿྉ水に新ܕίϩφ΢イルεがଘࡏ
するՄೳ性は൱定できないが、これまでҿྉ
水のڙ給ϓϩセεからはݕ出されていない。
ଞのώトײછίϩφ΢イルεも地表水΍地下
水などの水ݯではະݕ出であるため、水道水
のリεΫは௿い。新ܕίϩφ΢イルεをؚΉί
ϩφ΢イルεは外౟（エンϕϩーϓ）タンύΫ
にแまれており、ڥ؀தでの҆定性が௿い。

・ろաと消ಟをར༻する従来の集தܕのড়水ॲ
ཧにより、新ܕίϩφ΢イルεはෆ活Խされ
る。ଞのώトײછίϩφ΢イルεは、Ԙૉॲ
ཧٴびࢵ外ઢরࣹへのײ受性がߴい（ෆ活Խ
され΍すい）ことがࣔされている。ޮՌతな
Ԙૉ消ಟとして、গなくとも��分間のԘૉ઀
৮後に、༡離ཹ࢒Ԙૉೱ度を���NH�-以上、
Q)を���ະຬとするඞཁがある。

・新ܕίϩφ΢イルεのຮԆをݮらすために
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は、水ڙ給΍Ӵ生設උ等に関する実຿をकる
ことがॏཁである。水のڙ給により、定期త
なखࢦ消ಟとચড়がՄೳになる。

このଞ、同࢑定Ψイμンεでは、ҩྍݱ場、
ҰൠՈఉ΍地Ҭࣾ会における実ફ等についても
Ծ༁をごޠされている。興味のある方は日ຊه
ཡいただけれ͹޾いである1�）。

͓ΘΓʹ

このように、҆શな水道水をৗ҆࣌定してڙ
給することは、それ自体が水ײܥછ঱の予๷に
大きくݙߩするだけでなく、खࢦ΍ڥ؀等の消
ಟとચড়をద੾に行う上で、さま͟まなײછ঱
対ࡦにܽかすことができない。ଞ方、த௿ॴಘ
をத心に、ҰൠՈఉだけでなくҩྍ機関におࠃ
いてすら、े分な水ڙ給΍खચい設උが੔って
いない場合が多く見受けられる。また、同じࠃ
内でも都市෦と೶ଜ෦、෋༟૚とශࠔ૚の֨ࠩ
が大きいとࢦఠされている1�）。このようなࠃ々
での新ܕίϩφ΢イルεのຮԆを๷ࢭするた
め、खચい設උ΍消ಟࡎのఏڙといったਝ଎な
対ࡦがඞཁであり、わがࠃをؚめた各ࠃによる
。められているところであるٻԉがࢧ

-63・ݙ考จࢀ
1）&*$ωット「ޠ༺ڥ؀　近୅水道」

IUUQ���XXX�FJD�PS�KQ�FDPUFSN� BDU�WJFX�
TFSJBM���4

2）ᚸฑら「よくわかる水道」水道࢈業新ฉࣾ
�
Q�1�2�1��（2�1�）

�）日ຊ水道協会「水道のあらましୈ�൛」Q��
（2�1�）

4）日ຊ水道協会「水道のあらましୈ�൛」Q����
（2�1�）

�）日ຊ水道協会「水道のあらましୈ�൛」Q��4
（2�1�）

�）厚生省生活Ӵ生ہ水道ڥ؀෦「水道੍度ඦ
年࢙」Q�1�1�（1���）

�）給水工事技術振興財団「給水装置工事技術
਑2�2�」Q��（2�2�）ࢦ

�）厚生労働省「水道ීٴ཰のਪҠ（平成��年度）」
IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�DPOUFOU�����24
21��QEG

��年間のҿྉڈにおけるաࠃら「զがా؛（�
水を介した݈ة߁機事ྫのղੳ（1��� ʙ
2�12年）」อ݈ҩྍՊ学ɼ�4�2ɼ������（2�1�）
IUUQ���XXX�OJQI�HP�KQ�KPVSOBM�EBUB��4�2�
2�1��4�2���2�QEG

1�）Ԟࢁら「1���年1�݄࡛玉ݝӜ࿨市の4༮ஓ
Ԃに発生した௎管出݂性大௎01ە��ɿ)��
による集団下ཀྵ঱」පݪ体ݕ出情報ɼ1��1�ɼ
1�2　（1��2）

11）厚生労働省ҩༀ・生活Ӵ生ہ水道課「水࣭
Ԛછ事ނ等の発生ঢ়گ」
IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�TUG�TFJTBLVOJUTVJ
UF�CVOZB�UPQJDT�CVLZPLV�LFOLPV�TVJEP�LJ
LJLBOSJ����IUNM

12）ே日新ฉデジタル「঎業Ϗルのళでh 水がषいʱ
受水૧Ԛછ、��人৯தಟ」2�1�年2݄2�日
IUUQT���EJHJUBM�BTBIJ�DPN�BSUJDMFT�"4.2/�
5'�.2/1*)#��%�IUNM

1�）厚生労働省「新ܕίϩφ΢イルεײછ঱に
ついてࠃ�内の発生ঢ়گ」
IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�TUG�TFJTBLVOJUTVJ
UF�CVOZB�����1�4���@����1�IUNM�LPLVOBJI
BTTFJ

14）+PIOT� )PQLJOT� 6OJWFSTJUZ� �$07*%�1��
%BTICPBSE��
IUUQT���DPSPOBWJSVT�KIV�FEV�NBQ�IUNM

1�）8)0� BOE�6/*$&'� �8BUFS
� TBOJUBUJPO
�
IZHJFOF
� BOE�XBTUF�NBOBHFNFOU� GPS� UIF�
$07*%�1��WJSVT��JOUFSJN�HVJEBODF�
IUUQT���XXX�XIP�JOU�QVCMJDBUJPOT�J�JUFN�
XBUFS�TBOJUBUJPO�IZHJFOF�BOE�XBTUF�NBOBHF
NFOU�GPS�DPWJE�1��

研究෦「ੈ界ڥอ݈ҩྍՊ学Ӄ生活؀ཱࠃ（�1
อ݈機関・ࠃ連ࣇಐۚج�新ܕίϩφ΢イル
ε（$07*%�1�΢イルε）に関する水、Ӵ生、
ഇغ෺の管ཧ࢑�定Ψイμンε�Ծ༁」
IUUQT���XXX�OJQI�HP�KQ�TPTIJLJ�TVJEP�QEG�
S�2DPWJE1��8)0�2�1��O$P7�*1$@8"4)�
2�2�42�@+1@�4���QEG

1�）ੈ 界อ݈機関・ࠃ連ࣇಐۚج「水とӴ生に
関するڞ同ϞχタリンάϓϩάϥϜ」
IUUQT���XBTIEBUB�PSH�
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①横浜市

ԣ඿水道の歴史とۙ೥のτϐοΫε

わが町の水道事業と
　　� 管工事組合

横浜市ਫಓ事ۀ管理ऀ

େٱอ　ஐࢠ

日ຊॳͷۙ୅水ಓ૑ઃ

日ຊ初の近୅水道である横浜水道は、໌治2�
年1�݄に給水を開始しました（ࣸਅ1）。

開ߓにより横浜はࡍࠃ交流と๵қのத心地と
なり、さらには੢༸จ໌ಋೖのڌ఺となってٸ
଎に近୅Խへาみ出しました。そのҰ方で水ෆ
଍΍Ӹපの流行、大Ր事の発生などॾ໰୊をղ
ܾするため、日ຊ初のࢼみとして、Ϥーϩッύ
のઌਐ技術を取りೖれた水道が஀生しました。
その後、関౦大਒ࡂ΍ୈೋ次ੈ界大ઓなどから
の復興にՃえ、上水道は�回、工業༻水道は2回
にわたるࢪ設の拡ுをॏͶ、市Ҭの拡大΍ࡁܦ
の発లに伴って૿大する水धཁに対Ԡしなが
ら、平成1�年のٶέ੉μϜのՔ働により、ক来
にわたって҆定給水を継続できる水ݯとࢪ設が
੔い、これ以降は、拡ு࣌୅に੔උしたࢪ設の

「ҡ持管ཧ」をத心とする࣌୅となりました。

ԣ඿水ಓ130年࢙ͷൃץ

これら࢙実を఻えることでઌ人らがഓった஌
ࣝ・技術を次୅に継ঝするほか、水道に関心あ

る方をはじめ多くの方々に、日ຊ初の近୅水道
を૑設した横浜水道についてཧղいただくҰ助
とするため、ຊ年�݄2�日に「横浜水道1��年࢙」
を発ץしました。

৽ࢢிࣷ΁ͷҠస

もうҰつの࿩୊ですが、�݄�日から水道ہの
ຊி機ೳを新市ிࣷ（横浜市த۠ຊ町�ஸ໨��
൪地の1�）（ࣸਅ2）にҠసしました。横浜市の
各෦ہがҰΧॴに集໿された新市ிࣷへのҠస
により、来ி者のརศ性の向上、଎΍かな連ܞ
によるة機管ཧ体੍のさらなる強Խ、業຿のޮ
཰Խによる市民αーϏεの向上につながります。

ϑϩΞߏ成はશ�1֊のうͪ、௿૚෦に঎業ࢪ
設等、த૚෦にٞ会機ೳ、ߴ૚෦に行政機ೳを
集໿しており、水道ہは2�֊に執຿ࣨ、2֊の「ݐ

ࣸਅ 1　૑設ظͷԣ඿水道事຿所

ࣸਅ 2　ԣ඿市৽市ிࣷ
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ங情報センター」に管࿏情報のӾཡίーφーを
設けました。

কདྷʹ͚ͨ޲水ಓۀࣄͷج൫ڧԽ

Խしたٺとして、࿝گ௨のঢ়ڞの事業体ࡏݱ
໛地਒にඋえた଱਒Խ、水धن新΍大ߋ設のࢪ
ཁのݮগに伴うࢪ設ن໛のదਖ਼Խなど「ߋ新・
まっており、さらには人ߴங」のॏཁ性がߏ࠶
口ݮগというہ໘にೖることで大มݫしいܦӦ
。にありますڥ؀

ຊ市でも人口ݮগによりܦӦڥ؀のѱԽが見
、まれるத、Ұ૚のޮ཰Խに取り組Ήとともにࠐ
間࣌新をద੾に行い、24ߋ設のҡ持管ཧ΍ࢪ

���日҆શでྑ࣭な水を҆定してお٬さまにお
ಧけすることで、ক来にわたり水道事業のӡӦ
者としてબ͹れるよう、ެӦ企業としてこれま
で以上にެڞ性を発شした取組みをਐめます。

さらには、大ن໛水道事業体として、被ࡂ地
΍தখن໛の水道事業体へのࢧԉ、ࡍࠃతな水
໰୊への対Ԡなどࠃ内外の水道事業へのݙߩに
もੵۃతに取り組Μでいきます。

今年度は、こうした考えをもとにࡦ定した「横
浜水道த期ܦӦܭ画（ྩ࿨2 ʙ �年度）」の初年
度として、ӡӦج൫΍財政ج൫の強Խなど水道
事業のج൫強Խに取り組みます。

シリーズ
தܦظӦܭըに͓ る͚
組合と連携しͨࣄ޻؅ 施策と
る施策の概要܎水૷ஔにڅ

横浜市ਫಓڅہਫαʔϏε୲౰෦長

࢘　ޱࢁ

1　͸͡Ίʹ

横浜市水道ہは、今年度「横浜水道த期ܦӦ
ྩ）してʙࢦ൫強Խを໨ج画　ʙ水道事業のܭ
࿨2年度ʙ �年度）」をࡦ定しました。

今回は、このத期ܦӦܭ画の取組みのதから、
横浜市管工事協同組合との連ܞ΍給水装置に関
連する事業などを紹介させていただきます。
2ç�ԣ඿ڠࣄ޻؅ࢢಉ૊߹ͱ࿈͍ͯ͠ܞΔ
ࡦࢪ

横浜市管工事協同組合は、水道ہとࡂ害࣌の
Ԡԉに関する協定をక݁しており、この協定にج
ͮき、๷܇ࡂ࿅にࢀՃしԠٸ給水活動のิ助を
୲っています（ࣸਅ1）。また、平成2�年度から
は協定の実ޮ性をߴめるため、組合һがԠٸ給
水ࢪ設の場ॴ΍設උの取ѻいにशख़できるよう、

Ԡٸ給水ࢪ設等のอक఺ݕをҕୗしています。
このଞ、市内�水道事຿ॴと横浜市管工事協

同組合各ࢧ෦との๷܇ࡂ࿅に関する研म会΍、
๷܇ࡂ࿅ٴびอक఺ݕҕୗなどを௨じてಘた課

ࣸਅ 1　ԣ඿市管工事ڠಉ૊߹ͱͷ๷܇ࡂ࿅
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୊΍情報ڞ༗などを໨తとした連བྷ調੔会ٞも
実ࢪしています。横浜水道のύートφーである
横浜市管工事協同組合とは、今後も引き続き組
合һに๷܇ࡂ࿅にࢀՃいただくこと΍、Ԡٸ復
旧に関する連ܞの強Խを図るなど、これまで以
上にօさまのご協ྗをいただきながら、さらな
るࡂ害対Ԡྗの向上に取り組Μでいきたいと考
えています。
3ç�令和２年౓څ水૷ஔʹؔ࿈͢Δۀࣄ
֓ཁ

ۀた͕ͪ水道水ΛҿΉจ化Λ育Ή事ڙࢠ（1）
ະ来を୲うࢠどもたͪに、Նでもྫྷたく҆શ

でྑ࣭な水がҿめるڥ؀を࡞り、蛇口から௚઀
水道水をҿΜでもらえるよう、平成1�年度から
のվमߍするখ・த学ࢪが実ہҭҕһ会事຿ڭ
工事に合わせて԰内水ҿみ場の௚݁給水Խをਐ
めています（ࣸਅ2）。௚݁給水Խした蛇口には、
໨ҹとして水道ہΩϟϥΫター「はまϐϣン」
のシール（ࣸਅ�）をష付し、҆શでྑ࣭な水
を13しています。

ຖ年、௚݁給水Խした学ߍで実ࢪしているΞ
ンέート調査݁Ռでは、工事をする前より「お
いしくなったと思う」「おいしくなったとগし思
う」とײじているࢠどもたͪが໿��ˋとなって
おり、おおΉͶ޷ධをಘているため、今後も工
事費のҰ෦を水道ہが助成していくことで、খ・
த学ߍの௚݁給水Խをଅਐしていきます。
（2）道࿏内࿝ٺ給水管改ྑଅਐ事ۀ

各ごՈఉ等に引きࠐまれている給水管はお٬
さまのॴ༗であり、ҡ持管ཧはお٬さま自਎で
行うඞཁがありますが、費༻ෛ୲が生じること
΍自らがҡ持管ཧすることについての意ࣝが௿
いことなどから、ߋ新がਐまないঢ়گとなって
おり、その݁Ռ、࿝ٺԽした給水管からの࿙水
事ނが多発しています。このため、水道ہでは
平成2�年�݄から道࿏内の࿝ٺԽした給水管を
対৅とし、お٬さまの申੥にͮجき水道ہの費
༻ෛ୲で給水管をվྑする「道࿏内࿝ٺ給水管
վྑଅਐ事業」（ࣸਅ�）を開始し、࿝ٺ給水管
のղ消に取り組Μでいます。しかしながら、こ
の事業におけるվྑൣғを഑水管から୐地内1N
ఔ度までとしてきたため、վྑൣғのઌから水
道メーターまでの間はߋ新がਐまず࿙水が発生
することで、༗ऩ཰が上がらないҰつのཁҼと
なっています。

そこで、ྩ ࿨2年度からはվྑൣғを水道メー
ターまでに拡大するなど、さらなる給水管のߋ
新・଱਒Խをਐめています（ਤ1）。また、お٬
さまに給水管の଱਒Խのඞཁ性をごཧղいただ
くため、引き続きさま͟まな機会をଊえ、ύン
ϑϨット഑෍などによる13を行っていくඞཁ
があると考えています。

ࣸਅ 2　ऄ͔ޱΒ水ΛҿΉࢠͲ΋たͪ

ࣸਅ3　௚݁化さΕたऄޱにష付するʮ͸まϐϣンʯγール ࣸਅ 4　道࿏内࿝ٺ給水管　改ྑঢ়گ

シリーズ
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（ఆݶ؅छ）৽ɾ଱਒Խߋ水؅ͷڅ　4

༗ऩ཰が向上しないݪҼのҰつである࿙水を
๷ࢭするため、ૹ഑水管をはじめとした࿝ٺ管
をண実にߋ新・଱਒Խするとともに、お٬さま
ॴ༗である給水管についてもߋ新・଱਒Խをਪ
ਐしています。各ごՈఉなどに引きࠐまれてい
る給水管は、平成��年度຤ࡏݱで໿1�2ສΧॴ
あり、このうͪ、࿙水発生のおそれがある࿝ٺ
Խした給水管は໿��
���Χॴとなっています。
お٬さまがݐ෺の新ங΍ݐସえ࣌にࢪ工する給
水装置工事において、഑水管の分ذから水道
メーターまでのࡐ༺࢖ྉを、ྩ࿨2年度から଱
਒性に༏れ࿙水しにくいεςンϨε߯߯管とμ
Ϋタイルரమ管（離୤๷ࢭ継ख）にݶ定し、給
水管の଱਒性向上をଅします。

さらに、୐地開発などのࡍに道࿏に平行して
新たに෍設した水道管のうͪ水道ہにৡ౉でき
る管を、ྩ࿨2年度から଱਒性に༏れたμΫタ
イルரమ管（離୤๷ࢭ継ख）にݶ定します。こ
れにより଱਒管による੔උをଅし、଱਒管཰の
さらなる向上を図るとともに、ক来のߋ新費༻
のݮ࡟につなげます。ࡂ害࣌に଱਒性のෆ଍す
る給水管が多਺被ࡂした場合、それらをमસし

た後でないと給水を࠶開できないため、அ水の
ղ消に࣌間がかかるおそれがあります。そのた
め、給水管のద੾なҡ持管ཧを行っていただけ
るよう、今後も継続して13するඞཁがあると
考えています。
5çڅ�水૷ஔ܎ʹࣄ޻Δࣄ຿खଓ͖ͷ؆
ૉԽ（ిࢠਃ੥ಋೖ）

お٬さまがݐ෺の新ங΍ݐସえなどのࡍにࢪ
工する水道工事（給水装置工事）は、ࡏݱ、市
内の�水道事຿ॴの૭口で受け付けています

（ࣸਅ�）。この工事に伴うख続きは、お٬さま
のґཔにͮجき「ࢦ定給水装置工事事業者」が

ਤ 1　道࿏内࿝ٺ給水管改ྑଅਐ事ۀに͓͚る改ྑൣғ

ࣸਅ 5　ैདྷͷ૭ޱͰͷ給水৹査
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行っておりますが、ݱঢ়では事前の഑管調査、
申ࠐॻఏ出ٴびྃ׬ಧఏ出などで水道ہ૭口へ
ෳ਺回来ிしていただいています。そのため、
これらのෛ୲をܰݮしてརศ性の向上を図るඞ
ཁがありました。

そこで、給水装置工事の事຿ख続に係る工事
事業者の来ி回਺等をܰݮするため、ख続きの
年度にはݩԽをਐめています（ਤ2）。ྩ࿨ࢠి
�水道事຿ॴ（1�۠）のうͪ2水道事຿ॴ（�۠）
でిࢠ申੥のࢼ行ӡ༻を実ࢪしており、従来の
૭口受付とซ༻で受け付けていますが、�今ळか
らは市内�水道事຿ॴ（1�۠）のす΂てでిࢠ
申੥による受付を開始します。

給水装置工事に係る事຿ख続については、ݱ
�水道事຿ॴの૭口で受け付けており、このࡏ
うͪ2水道事຿ॴはҕୗで行っています。近年
では、ϕςϥン৬һのୀ৬等により�水道事຿
ॴへݧܦ๛෋な৬һを഑置することが年々೉し
くなっているという事情があり、今後も人֬ࡐ
อ΍技術継ঝが課୊となります。そこで、ిࢠ
申੥のಋೖ΍申੥受付૭口を1Χॴに集໿する

「（Ծশ）受付センター」設置などにより事຿の
ޮ཰Խを図り、গない৬һでもαーϏεの࣭を
མとさず、֬実に技術継ঝが行えるڥ؀を࡞り
ます。また、さらなるޮ཰Խを໨ࢦし、ిࢠ申
੥のར༻཰などをצҊしながら、ক来తには事
຿ख続をిࢠ申੥のみにݶ定していくこと΍、
ҕୗの拡大についてもݕ౼していきます。

6çࢦ�ఆڅ水૷ஔऀۀࣄࣄ޻΁ͷߋ৽੍
౓ಋೖ（ߨशձͷ։࠵౳）

横浜市では、ࢦ定給水装置工事事業者のࢦ定
のߋ新ख続きの機会をଊえて、ࢦ定事߲の֬࠶
ೝにՃえて、Ӧ業࣌間、工事がՄೳなࢪ工ൣғ
などの業຿内容΍研म・講शの受講ঢ়گの֬ೝ
を行うとともに、給水装置の設ࢪ・ܭ工に係る
ຊ市のج४΍੍度等に関する講श会を実ࢪし、
の向上を図るこ࣭ࢿ定給水装置工事事業者のࢦ
ととしています。ྩ࿨ݩ年12݄にୈ1回の講श
会を開࠵しましたが（ࣸਅ�）、2回໨以降につ
いては、ࡏݱ、新ܕίϩφ΢イルεのײછ拡大
๷ࢭのため、開࠵を見合わせており、インター
ωット等を活༻した研मなど୅ସえҊをݕ౼し
ています。

また、ࢦ定給水装置工事事業者はྩ࿨ݩ年度
຤ࡏݱで໿2
���者あり、�年でߋ新するために
は、ຖ年平ۉで4��者ߋ新するඞཁがあります。
そこで、ߋ新ख続に係るॴཁ࣌間を୹ॖするた
めに、年4回に分けてߋ新ख続を行っています。
さらに、お٬さまがࢦ定給水装置工事事業者に
工事をґཔするࡍなどに、ࢀ考となる講श会の
受講ཤྺ等について、ຊ市΢Σϒαイトにてެ
表することをݕ౼していきます。

ਤ 申੥Πϝーδਤࢠి　2 ࣸਅ �　指定ߋ৽ߨ習会ͷ༷ࢠ
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①横浜市

どんな時代にも必要とされる組合に

わが町の水道事業と
　　� 管工事組合

横浜市管工事協同組合理事長

石田　隆

౰૊߹ͷྺ࢙ͱ֓ཁ

平ૉは、当組合に֨ผなるごࢧԉ、ご協ྗを
賜り厚く御礼を申し上げます。

このたび、Նق号に当組合の特集を企画して
いただきましたことを関係者のօさまにँײを
申し上げます。

当組合はত࿨12年�݄に発଍以来、近୅水道
発঵の地として҆શで҆心してҿめる「命の水」
をڙ給している横浜市水道ہのࢦ定工事ళとし
て、長年にわたり੹຿をՌたしてきた団体であ
ります。これまで、横浜市水道ہとは༷々な場
໘で連ܞさせていただき、実੷をੵみ上げてま
いりましたが、新たな࣌୅のཁ੥にԠえ、地Ҭ
にີணし、より๛かでॅみよい町の実ݱに向け、
研ᮎをੵみݙߩしてまいるॴଘです。
「ޫӄ໼の೗し」と申しますが、ࢲがཧ事にब

೚して早くも1�年໨となります。またઌൠ開࠵

された௨ৗ૯会そしてཧ事会にてཧ事長に࠶೚
され2期໨をܴえておりますが、おӄさまで組
合の財政ج൫はこの2年間でさらに҆定し、事
業内容も多༷に企画されるようになりました。
定都市の管工事組合としࢦにおいても政ྩࡏݱ
ては最大ن໛をҡ持し、後継者ෆ଍のࣾ会ڥ؀
下でありますが、ありがたいことに新نՃೖ者
もあり、この�年間はほぼ組合Ճೖ者���ࣾを
อっております。また、਺年前からื集させて
いただいた機ࡐ঎ࣾなどの当組合の大੾なԠԉ
団でもあるࢍ助会һはࣾ��ࡏݱとなりました。

૑ཱ80प年ه೦ۀࣄ

さて、平成のத後൒期は当組合にとって組合の
ଘ続をもةͿまれた೾ཚにຬͪたܹ動の࣌୅では
ありましたが、平成2�年の૑ཱ��प年のઅ໨に
実ࢪした「૑ཱ��प年ه念事業」を४උし始め
たࠒより、݁Ռతに組合һのݮগ܏向がࢭまり組
合ऩࢧのվળԽがՃ଎されてまいりました。

ここで当組合、そして業界の発లに寄༩した
とਪ࡯される「૑ཱ��प年ه念事業」について
؆໿にご紹介をさせていただきます。

事業は�つのப（ه念ࣜయ開ه・࠵念誌࡞成・
設උത開࠵）でߏ成されましたが、特に設උത

（生活ڥ؀のࡇయ）（ࣸਅ2）は、これまでにな
い大ܕイϕント事業であり、事業実ࢪ਺年前よ
りߏ૝が図られ、ࠤ々໦前ཧ事長の号ྩҰ下、
平成2�年�݄にਆಸ઒新ฉࣾ会ٞࣨでཧ事໾һ
໿4�名にてΩッΫΦϑされました。

同࣌期にਐめられた��प年ه念誌࡞成でݪ఺
回ؼを図りながらの४උとなりましたが、「શһ
ຊϕーεにجを「ܴ׻Ճも大ࢀのখさなܕՃࢀ
開࠵をみたイϕントは、最ऴతに૯੎12�名の
εタッϑ（४උ・開࠵த協ྗされたԆ΂人һ໿ࣸਅ 1　૊߹会館

シリーズ
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2
���名）という、これまでにݧܦのない事業と
なりました。

開࠵४උのΩッΫΦϑから開࠵ऴわりまで組
合事຿ہ΍εタッϑにとっては大มなごۤ労を
おかけしたわけですが、Ұؙとなりશһで成ޭ
させようと໨ඪに向かっていく場໘での当組合
һのఈྗ、݁ଋྗそしてឺύϫーをվめて஌る
こととなりました。

開࠵前の४උஈ֊では、横浜市の水道ݐ、ہங
横浜（財ެ）、ہ૑଄ڥ؀、ہࡦ政、ہࡁܦ、ہ
市ݐஙอશެࣾ、そしてਆಸ઒ݝの方々との��
਺回にٴͿຊிϏル΍組合会ؗにてのӡӦ会ٞ、
またશ管連、౦ژ都、ਆಸ઒ݝ、関౦地۠の管工
事組合、機ࡐ঎ࣾなど多くの方々に後ԉを賜るな
ど、օさまにごࢧԉご協ྗを賜りました。そのઅ
は੣にありがとうご͟いました（おӂさまで会期
தには12
���名の方がご来場くださいました）。こ
の場をお借りしてվめてँײを申し上げます。

ࣾձత໾ׂΛՌͨ͠ଓ͚Δ

平成2�年には横浜市とࡂ害協定をվ定するな
ど、前ड़のように年をॏͶるごとに行政との連
により、市民のօさまと信པ関係がਂまってܞ
おります。年間1��回を௒える市民・水道ہと
の๷܇ࡂ࿅も組合にとってҰつの大੾な取組み
であり、ຊ年度も引き続き継続事業としてਪਐ
しております。

ྩ࿨2年になりࣾ会は新ܕίϩφ΢イルεײ
છ঱の拡散・拡大という೉୊を๊えております
が、持続త成長を໨తにӡӦしている当組合は、
ઌ୅の方々によりഓわれた૬ޓැ助と業界の地
Ґ向上に౒め、人命をؚめࣾ会に多大な被害を
༩える自વࡂ害にඋえて、଎΍かに出動するな
どϑϨΩシϒルな対Ԡが図れるよう४උし、都
市生活のϥイϑϥインをࢧえる管工事組合とし
てࣾ会త໾ׂをՌたせるよう前向きなイϊϕー
シϣンを図ってまいります。

まれていきますࠁが࢙୅は८り新たなྺ࣌
が、どのような࣌୅においても行政΍市民のօ
さまに信པされ、ඞཁとされる組合を໨ࢦして
ӡӦしてまいりますので、今後ともごࢦಋごฬ
Ꭺのほどٓしくお願い致します。

最後に、当組合では、「見えるԽ」ਪਐの取組
みとして、「ϗーϜϖージ」を横浜らしい໌るい
イメージにリχϡーΞルいたしました。組合の
あΏみ΍設උതなども61されています。お໨
௨しいただけれ͹޾いにଘじます。

シリーズ 組合の歴史と現状、
市水道局と連携している施策の概要

横浜市管工事協同組合

1　ԣ඿ڠࣄ޻؅ࢢಉ૊߹ͷྺ࢙

横浜市管工事協同組合は近୅水道発঵の地で
あり、人口໿���ສ人の政ྩࢦ定都市の横浜に
おいて、市民のօさまの生活にܽかせない給水・
ഉ水・ۭ調などの管工事をӦΉ個人事業ओ、த

খ企業により組৫（組合Ճೖ者は໿���ࣾ）され、
ӡӦされております。

組合��年࢙によれ͹、当組合が「ਆಸ઒ݝ水
道Ӵ生管మ工組合」として࢈੠を上げたのは、
ত࿨12年のことでした。当࣌の大きな出来事は、
தࠃ๺߫ژ外のᚯڮߔでの日த྆܉のিಥを発

ࣸਅ 2　設උതͷςーϓΧοτ
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୺として日தશ໘ઓ૪がຄ発したことでした。
体੍が強Խされ、その後のୈೋ次ੈ「Ұ致ࠃڍ」
界大ઓをܴえる前໷、ࠃ内のみならずੈ界தを
ுりつめたۭؾがඬっていた࣌୅であります。
Ұ方で、大横ߝ「૒༿ࢁ」がೋ場ॴ連続でશউし、
ୈ��୅横ߝにঢਐしたر๬の年でもありました。

そして、ઓதઓ後にわたる෺心ともにඡഭし
た࣌୅をॾઌഐたͪはӳ஌と݁ଋで৐りӽえて
きました。そのաఔでは言いਚくせ͵いくつも
のۤ೉があり、ত࿨24年にはதখ企業等協同組
合๏にͮجく「ਆಸ઒ݝ管工事協同組合」とし
てࡏݱにࢸる当組合のج൫をཱ֬しました。

その後、水道事業の管ཧは新たなஈ֊として
都道෎ݝ୯Ґから都市୯ҐにҠ行し、֨ݫな৚
ߴ等によりઐ໳஌ࣝと技術がඞཁな࣭の੍نྫ
い工事がٻめられたとࢿྉより஌ることができ
ます。これに対Ԡするܗで組合も࠶ฤ成され、
それͧれの都市ごとの水道事業者のごࢦಋの
下、ެೝ工事ళとして地Ҭのインϑϥ੔උを୲
う水道業者として、ژ浜工業地ଳのத֩である、
ここ横浜という地Ҭにີணし、市民生活にܽか
せない「命の水」をおಧけするために水道ہの
ύートφーとして大きな࢖命をՌたしてまいり
ました。また、こうした࣌୅の流れのத、ত࿨
�1年には組合事業のபであるݐஙอશެࣾの事
業۠Ҭが横浜市શҬとなったことを機に「横浜
市管工事協同組合」へとվশし、名実ڞに新た
な地Ґを֬ݻたるものとしました。

平成2�年には組合૑ཱ��प年をܴえ、ه念事
業のイϕントとして「��प年ه念誌」を発行し、「ه
念ࣜయ・ॕ լ会」と「設උത」を開࠵しました。「設
උത」は「次ੈ୅にະ来をྟΉ設උത」と୊して、
શࠃ管工事業協同組合連合会ٴびҰൠࣾ団๏人
શࠃ管工機ࡐ঎業連合会等の協ྗをいただき、ਆ
ಸ઒ݝ内で初の管工事関連業界の「設උത」とし
てύシϑΟί横浜లࣔϗールにて開࠵しました。

2　ԣ඿ࣄ޻؅ࢢ૊߹ͷऔ૊Έ（׆ۀࣄಈ）

組合事業のபであるڞ同受஫は平成�年1�݄
に「ެ׭धద֨組合」のೝ定を受け、組合ຊ෦
が市ٴびݐஙอશެࣾなどからٸۓӦસ工事な
どの࢓事を受஫できるようになり、受஫した࢓
事はొ࿥組合һにׂり当て、各ࣾのച上にݙߩ
しています。引き続き、長年ҭΜできた「信པ

と実੷」の組合として、ࢪ工技術΍ࢪ工管ཧྗ
を生かし、さらなる受஫拡大に向けて組৫体੍
を強Խし、ݕ査ҕһ会による҆શ講श会΍҆શ
ύトϩールの実ࢪによりθϩࡂ害を໨ࢦしてい
ます。

また、ࡐࢿҕһ会ではࢍ助会һと連ܞをਂめ、
ೖのメリットを生かし、組合һの取りѻߪ同ڞ
う管工事に関する機ࡐࢿث・෭ࡐࢿなど、より
早く҆Ձで組合һにఏڙできるよう౒めていま
す。Ճえて、ڞ同受஫工事に係るࡐྉは組合を
௨じてࢍ助会һからߪೖしていただくよう協ྗ
ཁ੥をしています。

、のඋえとしては࣌害等、組合のい͟というࡂ
政ྩࢦ定都市最大のՃໍ਺���ࣾと市内の各行
政۠にある1ࢧ�෦のωットϫーΫを活༻すると
ともに、行政等との連ܞをҰ૚強くし、対Ԡྗ
の強Խを図るなど組৫としてৗに自વࡂ害等か
らのة機を意ࣝした組৫ͮくりに取り組Μでい
ます。

ࣸਅ 1　҆શύτϩール

ࣸਅ 2　҆શ大会
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下水道関連では、ڥ؀૑଄ہがॴ管する๷ࡂ
水ચトイϨの఺ݕ業຿の受ୗとࡂ害対Ԡྗの強
Խに向けた下水道#$1܇࿅等にࢀՃするなど、
行政との連ܞ強Խに取り組みました。

管工事業界はこれまでݱ場をࢧえてきた技ೳ
者のྸߴԽがਐみ、গࢠԽのӨڹもあってए年
者のೖ৬者ෆ଍がৗଶԽしており、後継者ෆ଍
とڞにਂࠁなۓ٤の課୊です。このため、これ
までॾઌഐがஙいたインϑϥを後ੈに引き継͙
ためのࡦࢪとして、ະ来の業界、当組合をഎ
ෛってཱつ後継者たͪの研ᮎと交流の場である
੨年෦を平成2�年に૑設し、地ҬのϘϥンςΟ
Ξ活動、組合の๷܇ࡂ࿅のԠԉ、技術研म会な
ど、੨年෦が組合活動にੵۃతにࢀՃし、さら
なる成長につながるように༷々なόッΫΞッϓ
を行っています。

ྩ࿨ݩ年度には、これまでの༷々な組合の事
業活動がධՁされ、ਆಸ઒ݝから༏ྑ組合とし
て表জを受けました。ݝ下には���組合がݝத
ԝ会にՃೖしていますが、2度໨の受৆は当組
合が初めてとなりました。
3ç�ԣ඿ࢢ水ಓہͱ࿈͍ͯ͠ܞΔࡦࢪʹ
͍ͭͯ（๷܇ࡂ࿅ͳͲ）

の機関である地਒調査研究ਪਐຊ෦によるࠃ
と、ट都௚下地਒などの発生がݒ念されていま
す。ຊ市が今後��年間における਒度�以上の༳
れに見舞われる֬཰は�2ˋという予ଌが最近発
表されており、ますます地਒等のࡂ害対Ԡྗの
強Խがٻめられています。

当組合は、平成�年のࡕਆ・୶࿏大਒ࡂへの
Ԡԉ೿ݣをܖ機に、今後ىきうる関౦での大਒

害ࡂ」とہにඋえて、平成1�年に横浜市水道ࡂ
ા置に関する協ٸ設等のԠࢪにおける水道࣌
定」をక݁しています。

また、「༗事のࡍにはॅ民の方々との協ྗ・連
఺から平成2�年度からࢹがॏཁである」というܞ
水道ہと地Ҭॅ民ࢀՃܕの合同๷܇ࡂ࿅（ࣸਅ�）
を実ࢪしてきております。

平成2�年には、これまでの地਒被ࡂ地へのԠ
ԉ೿ݣ΍๷܇ࡂ࿅など、当組合がഓってきた実
੷と、さらには平成2�年の熊ຊ地਒への復旧೿
機に、これまでの協定を見௚し、より実ܖをݣ
ફにଈした協定・実ࡉࢪ໨へとվ定しました。

協定の実ޮ性をߴめるため、組合һがԠٸ給水
、設の場ॴ΍設උの取りѻいにशख़できるようࢪ
市内��1ΧॴのԠٸ給水ࢪ設等のอक఺ݕを水道
から受ୗしており、地Ҭॅ民からのཁ๬を受けہ
て多くのԠٸ給水܇࿅（平成��年度は1��回以上）
に水道ہと連ܞしてࢀՃしています。

水道はࢲたͪの命をࢧえる大੾なϥイϑϥイン
であり、ԿがあってもࢭめることはできませΜ。

い͟発ࡂという࣌にඋえて、1ࢧ�෦のωット
ϫーΫを活༻して、組合組৫をڍげて、ສҰに
උえた܇࿅΍४උを、これからもॏͶていきた
いと考えており、引き続き水道ہと連ܞをਂめ、
。害対Ԡྗの強Խに౒めてまいりますࡂ

Ճえて、組合1ࢧ�෦の各୅表ཧ事、ࢧ෦長と
水道ہによる連བྷ調੔会ٞをਵ࣌開࠵し、Ԡٸ
給水܇࿅、վਖ਼水道๏、給水装置工事設ࢪܭ工
΍課୊ղܾに向ڙ४のվਖ਼等に関する情報ఏج
けた意見交׵など、お٬さまαーϏεに向けて
さらなる取組みを行っています。ࣸਅ 3　地Ҭॅ民ࢀՃܕͷ߹ಉ๷܇ࡂ࿅

ࣸਅ4　水道局৬員ΒにݟૹΒΕ֐ࡂ೿ݣに͏͔޲૊߹員
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࿈çࡌ

ͱԊֵ࢙ྺ

当ࣾは、ত࿨ 12 年 � ݄に上水道機ثをѻうൢ
ച会ࣾのত࿨੡࡞ॴとして૑業しました。その
後、給水装置市場の拡大に対Ԡするため給水装
置෦໳をಠཱ、ত࿨ �2 年 1 ݄に౦ژ水道工業ג
ࣜ会ࣾとして設ཱし、ত࿨ 4� 年 1� ݄に前澤給
装工業ࣜג会ࣾにࣾ名をมߋしました。

ຊࣾは౦ژ都໨۠ࠇにॴࡏし、Ӧ業ڌ఺はશ
ࠃ 2� ఺は෱島工場（ࣸਅڌ࢈内生ࠃ、఺ڌ 1）
と࡛玉事業ॴの 2 。఺ですڌ

当ࣾάルーϓには、ॅ୐設උ機ثをѻう 240
インμεトリΞルࣜג会ࣾ、ࠃ外生ڌ࢈఺であ
る前澤給装（ೆণ）༗࢘ެݶ、চஆ๪事業をѻ
う前澤リϏンά・ιリϡーシϣンズࣜג会ࣾの
� ࣾがあります。

ཧ೦ۀاཁɾ֓ۀࣄ

当ࣾは設ཱ以来、給水装置の૯合メーΧーと
して、αυル付分水ખ、ࢭ水ખ、継खなどの੡
඼の設ܭ・੡଄・ൢചを行っております。

近年は従来のຒ設੡඼にとどまらず、԰内഑
管΍চஆ๪に࢖༻される੡඼の開発、ྔ 水ث（水

道メーター）の੡଄ൢച等、水に係わる事業を
拡大しております。

当ࣾは、h 240ʱʹ「඼࣭（2VBMJUZ）は人֨
であり、҆શ（4BGFUZ）は協調であり、ಠ૑

（0SJHJOBMJUZ）はվֵである」を会ࣾࢦ਑として
げ、「きれいな水、҆શな水、おいしい水」のܝ
ごఏڙに向け、事業活動をల開しております。

また、水道事業のҰཌྷを୲う企業として、「水
道はϥイϑϥインのத心」であるというॏཁ性
をৗにೝࣝし、そのࣾ会త੹೚をՌたし、地Ҭ
ࣾ会の発లにݙߩすることを໨ࢦしております。

͓٬͞·χʔζʹରԠͨ͠ϝʔλʔϢ
χοτ੡඼
水道メーターの引き׵え・設置・管ཧが容қ

なث۩として近年ීٴしている水道メーターն
りのϢχット੡඼としては、ෆஅ水で水道メー
ター交׵がՄೳなメータόイύεϢχット΍、
୐΍集合ॅ୐におけるメーターϢχットॅݐށ

（メーターセットݐށ༻ʪࣸਅ 2ʫ、14 ༻）、Ұ

前澤給装工業株式会社

ʰ͖Ε͍ͳ水ʱh҆શͳ水ʱh͓͍͍͠水 Λɦ
͓ಧ͚͢ΔͨΊʹ

ࣸਅ 1　福ౡ工場 ࣸਅ 2　ϝーターセοτށ建用
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޲৽ಈ࠷のۀا水૷ஔؔ࿈څ

ຊの給水管から分ذしてෳ਺の水道メーターを
取り付けるෳࣜメーターϢχット（ෳࣜメーター
セット 2 連ʙ 4 連ʪࣸਅ �ʫ）などがあります。
また、࢖༻されるࢭ水ખの༷࢓など࢖༻者のཁ
もさま͟まであり、それらに対ԠしたϢχッٻ
ト੡඼はさらにॏཁ性を૿してきております。

これらのϢχットは、水道メーターのࠩثへ
のӨڹ΍଺流水の対ࡦ、ଛࣦ水頭の௿ݮ、水道
メーター引き׵えの࡞業性など、実ࡍに௨水し
てධՁする߲໨がෳ合した੡඼ともいえます。

੡඼ͷ඼࣭؅ཧ

給水装置のߏ଄ٴび࣭ࡐに係わる性ೳは、଱
ѹ性、ٯ流๷ࢭ性、ෛѹഁյ性、水ܸݶ界性、
଱פ性、଱ٱ性とਁ出性がڍげられます。これ
らの性ೳは、ث۩のछྨによって۩උしなけれ
͹ならない最௿ݶの性ೳとして省ྩでن定され
ています。また、ث۩個々の性ೳとしては、+*4
"88+、֨ن $15、֨ن 7+、֨ن "84、֨ن
定نが持つ性ೳが۩ثなどによって、その֨ن
されています。管、継ख、ࢭ水ખなどで༗する
個ผの性ೳ֬ೝにはそれͧれの性ೳにԠじたࢼ
を行い、開発ஈ֊から੡඼ݧࢼ装置を༻いてݧ
の඼࣭を֬ೝします。

生࢈工ఔでは、๏ྩ、੍نの९क、関連֨ن
事߲へのద合を֬実なものにするٻび顧٬ཁٴ
ため、*40���1�2�1� の֨نཁٻ事߲にͮجく当
ࣾの඼࣭ϚωジメントシεςϜをن定௨りにӡ
༻し、੡඼を生࢈しております。

ըࢀଓՄೳͳ։ൃ໨ඪ（4%(T）΁ͷ࣋�

ྩ࿨ 2 年 1 ݄ 1� 日、当ࣾはઋ୆市水道ہと「੨
下のైϓϩジΣΫト」に関する協定をక݁しま
した（ࣸਅ �）。同ϓϩジΣΫトは、ઋ୆市がอ
༗する水ݯᔻཆྛのอશҭ成を行う׭民連ܞの
取組みとなります。

ຊ事業の໨తは「水ݯをकり҆શでおいしい
水道水をڙ給する」ことであり、当ࣾの࢖命で
ある「h きれいな水ʱh ҆શな水ʱh おいしい水ʱ
をおಧけすること」と合致しております。

2�1� 年 ࠃ 連 ૯ 会 に て ࠾ ୒ さ れ た 4%(T
（4VTUBJOBCMF�%FWFMPQNFOU�(PBMT� 持続Մೳな
開発໨ඪ）の 1� のΰールのうͪ、「ΰール �　
҆શな水とトイϨをੈ界தに」΍「ΰール 1�　
཮の๛かさもकろう」をはじめとして、そのୡ
成にࢿする取組みとなります。

4%(T はੈ界ج४の取組みではありますが、
日ຊでのೝ஌度は、まだ௿いものとなっている
த、当ࣾは業界にઌΜじてຊ活動を実ࢪしてい
くこととなりました。

͓ΘΓʹ

当ࣾは、今後とも顧٬χーズの多༷Խに対Ԡす
るとともに、ڥ؀にも഑ྀした生࢈体੍をཱ֬し、
しい඼࣭管ཧの下、օさまにごຬ଍いただけるݫ
඼࣭な੡඼をおಧけするとともに、「hߴ きれいな水ʱ

ʰ҆શな水ʱh おいしい水ʱをおಧけすること」な
どへの活動にੵۃతにࢀ画・ࢧԉしてまいります。

ࣸਅ 3　ෳࣜϝーターセοτ（4࿈）
ࣸਅ4　܊ઋ୆市長（ࠨ）ͱ౰ࣾࢁຊࣾ長（ӈ）にΑる調ҹࣜ
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ʤ��ʥ࠲ߨਫ૷ஔٕज़څ

1ɽϙϯϓͷछྨͱԕ৺ྗϙϯϓͷݪཧ

1ɽ1　ϙンϓͷछྨ
ϙンϓは、௿ॴのӷ体をߴॴにҠ動する、ま

たは௿ѹのものをߴѹにߴめる装置（機ց）で
ある。給水シεςϜで༻いられる給水ϙンϓは、
௿ॴの受水૧΍௚݁給水管等の水をߴॴの給水
置水૧等に給水管・༲水管を௨して給ߴ、۩ث
水・༲水する໾ׂを୲っている。

ϙンϓのछྨはਤ1にࣔすように、ターϘܕ
（ඇ容ੵܕ）と容ੵܕに大ผされ、ଞに特घܕが
ある。ターϘܕはӋࠜंの回సによるԕ心ྗを
ར༻して水にエωルΪーを༩えるもので、容ੵ
はҰ定ۭ間容ੵにある水をϐεトンのԟ復ӡܕ
動またはΪΞの回సӡ動により容ੵมԽさせて
水にエωルΪーを༩えるものである。容ੵܕϙ
ンϓは֬実な水ྔをు出し、ు出ѹྗがߴいメ
リットがあるが、流ྔを૿΍すにはϙンϑが大
きくなる。ターϘܕϙンϓはӋࠜを回しԡし出
すため、流ྔは多いが、容ੵܕにൺ΂てు出ѹ
ྗはখさい。なお、ϙンϓのు水の流ྔはు出

しྔといい、給水シεςϜでは給水ྔまたは࢖
༻水ྔという。

1ɽ2　ԕ৺ྗϙンϓͷ原理
ϙンϓは流体（水）と機ցの間でエωルΪー

ม׵する流体機ցとも定ٛされる。給水ϙンϓ
として࠾༻が最も多いターϘܕ・ԕ心ྗϙンϓ
のӔ巻ϙンϓ（Ϙリϡートϙンϓ）をྫにとっ
て、エωルΪーม׵をઆ໌する。ਤ2にӔ巻ϙ
ンϓのߏ成とエωルΪーม׵をࣔす。Ӕ巻ϙン
ϓは、ຊ体はϞータ（ݪ動機）、ओ࣠、Ӌࠜं（イ
ンϖϥ）と、Ӌࠜंを෴うݻ定容ث（έーシンά）

給水システムと給水ポンプ

坂上恭助（元明治大学）
岡内繁和（鹿島建設）　

第2回　給水ポンプの原理と制御

ຊ࠲ߨ͸ʮڅਫγεςϜͱڅਫϙϯϓʯʹ͍ͭͯ�ճγϦʔζͰ֓આ͢Δɻୈ�ճ͸ʮڅਫ
ํࣜͱڅਫෛՙʯɺୈ�ճ͸ʮڅਫϙϯϓͷݪཧͱ੍ޚʯɺୈ�ճ͸ʮڅਫγεςϜͷෆ۩߹ྫࣄʯ
ʹ͍ͭͯड़΂Δ༧ఆͰ͋Δɻ
ղઆ͢Δɻ͍ͯͭʹࣜํޚཧɺಛੑɾੑೳʹՃ͑ɺ੍ݪճ͸ɺϙϯϓͷछྨ΍ࠓ

ਤ 1　ϙンϓͷछྨ
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からߏ成され、ࠐٵ管とు出し管が઀続される。
エωルΪーでՔ働するϞータはओ࣠・Ӌؾి

ࠜंを回సさせる。その回సྗを࣠動ྗという。
Ӌࠜंはٵいࠐみ管から水をٵい上げ、ు出し
管（給水管）に水をు出する。ు出水の流体త
エωルΪーにより、給水഑管の流ྔ（ు出しྔ）
とѹྗ（༲ఔ等）がಘられる。すなわͪ、ిؾ
エωルΪーが機ցエωルΪーに、さらに流体エ
ωルΪー（水エωルΪー）にม׵されたことに
なる。

ϙンϓのݪཧをਤ�にࣔす。雨の日にࡿを回
すと、ࡿの雨水はԕ心ྗによって飛び散る。Ӕ

巻ϙンϓもӋࠜंの回సによるԕ心ྗによって
水をՃѹしてు出する。この࣌、ు出しྔ分の
体ੵがݮるため、Ӌࠜंのத心はਅۭに近いঢ়
ଶになる。த心にٵいࠐみ口を設置すると、連
続తにٵいࠐΜでు出できる。

ϙンϓのٵい上げݪཧをਤ�にࣔす。ίッϓ
தの水は、εトϩーでٵうと؆୯にٵえる。こ
れはίッϓの水໘に大ؾѹがかかっており、そ
のѹྗがεトϩーの下෦から上にԡすからであ
る。上෦がਅۭの場合、大ؾѹは水を1�N持ͪ
上げるྗを持っている。しかし給水഑管をਅۭ
にすると、水தの༹ଘࢎૉが分離してϙンϓೳ
ྗを௿下させるなどの໰୊が生じるので、Ұൠ
にڐ容ٵい上げ༲ఔは�N以下とされている。

2ɽϙϯϓͷಛੑ

2ɽ1　ుग़͠ྔͱશ༲ఔ
ϙンϓの性ೳ（ೳྗ）はు出しྔ（2）とશ

༲ఔ（)）で表わされる。ు出しྔの୯Ґは�ʦὗ
�NJOʧまたはʦ-�NJOʧである。શ༲ఔとはϙ
ンϓが水を༲げることのできるߴさである。ѹ
ྗの4*୯Ґは1B（ύεΧル）であるが、ϙンϓ
では水頭ʦNʧすなわͪ༲ఔʦNʧがҰൠに༻
いられている。なお、1L1Bは1� �1��Nのࢉ׵
となる。

ϙンϓのશ༲ఔは給水・給౬഑管ܗଶにより
ҟなる。഑管ܗଶはਤ�にࣔすように、ࠐٵみ
഑管、ԡࠐみ഑管、॥؀഑管がある。水が給水
管内を流れると、഑管఍߅（ຎࡲ఍ہ・߅෦఍߅）
によるຎࡲଛࣦ΍ہ෦ѹྗଛࣦが生じる。ຎࡲ
ଛࣦは管長と流଎にൺྫし、管ܘに൓ൺྫする
が、そのࢉ定では管長がॏཁになる。ہ෦ѹྗ

ਤ 2　Ӕרϙンϓͷߏ੒ͱΤωルΪーม׵

ਤ 3　Ӕרϙンϓͷ原理 1）

ਤ 4　ϙンϓͷٵい上͛原理 1）

ਤ 5　ϙンϓͷ༲ఔ
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ଛࣦは૬当管長で表される。実管長に૬当管長
をՃえた管長によりہ෦ѹྗଛࣦをؚめたຎࡲ
ଛࣦがࢉ定される。ここではѹྗଛࣦをଛࣦ༲
ఔ（)Ὑ）という。
ਤ�にϙンϓの༲ఔをࣔす。ࠐٵみ഑管にお

けるશ༲ఔは、ࠐٵ管の༲ఔを)4、ଛࣦ༲ఔを
)Ὑ4とし、ు出管の༲ఔを)%、ଛࣦ༲ఔを)Ὑ%と
すると、શ༲ఔはʦ) （́)4ʴ)Ὑ4）ɹ（)%ʴ)Ὑ%）ʧ
となる。ԡࠐみ഑管におけるશ༲ఔは、ԡࠐみ
༲ఔを)1、ଛࣦ༲ఔを)Ὑ1とすると、ʦ) （́)%

ʴ)Ὑ%）ɻ（)1ʵ)Ὑ1）ʧとなる。強੍॥؀ࣜ給౬
設උの॥؀഑管では༲水しないので、શ༲ఔは
ଛࣦ༲ఔのみとなる。

2ɽ2　ϙンϓͷੑ能
ϙンϓの༲ఔۂઢをਤ�にࣔす。༲ఔۂઢの

ॎ࣠はશ༲ఔ)、横࣠はు出しྔ2になってい
る。ߴॴに༲水する場合はు出しྔがݮগし、
௿ॴに༲水する場合はు出ྔが૿大する。ు出
ྔはϙンϓు出ଆのόルϒで調੔する。όルϒ
をߜることにより఍߅を૿΍している。その఍
߅ると഑管఍ߜઢをਤ�にࣔす。όルϒをۂ߅
上にҠ動する。それに伴ってు出しྔࠨઢはۂ
はগなくなる。
ਤ�にిؾエωルΪーから水エωルΪーへの

ม׵のύϥメータをࣔす。ϙンϓをՔ働すると
Ϟータにి流が流れて回సし、消費ిྗʦL8ʧ
と࣠動ྗʦL8ʧが生じる。消費ిྗを1��ˋの
มޮ׵཰で࣠動ྗにม׵することはできない。
実ࡍのมޮ׵཰としてϞータޮ཰が༻いられ
る。࣠動ྗは�૬ిݯのిѹと消費ిྗからܭ
とのൺをྗ཰とྗిݯされる。消費ిྗとిࢉ
いう。ྗ཰ʹ1��の場合、ʦ࣠動ྗʹ消費ిྗʷ
ిѹʷ � ʧとなる。࣠動ྗがϙンϓを回し、
水エωルΪーにม׵される。水エωルΪーの大
きさはॏྗにٯらって༲水した࣭ྔでࢉܭす
る。この水エωルΪーをཧ࿦動 ʦྗL8ʧといい、

ʦཧ࿦動ྗʹॏྗՃ଎度ʷ水のີ度ʷు出ྔʷ
શ༲ఔʧのࣜでࢉܭされる。
ਤ�にࣔすように、ϙンϓのు出しྔにൺྫ

してཧ࿦動ྗ、ి流、࣠動ྗは૿Ճする。ཧ࿦
動ྗ1に対する࣠動ྗ18のൺがϙンϓޮ཰Бʦ�ʧ
であり、ޮ཰ۂઢをਤ1�にࣔす。গు出しྔで
はޮ཰が௿くなる。కめ੾りӡసをすると、ు
出し水ྔʹ�、ཧ࿦動ྗʹ�になるが、༲ఔを֬

ਤ �　ϙンϓͷྲྀྔ調੔

ਤ �　ϙンϓͷੑ能ۂઢ

ਤ �　ΤωルΪーͷม׵

ਤ 9　࣠ಈྗۂઢ
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อするためにϞータは回సし、࣠動ྗが発生す
る。ޮ཰はϐーΫをա͗るとখさくなっていく。
そのൣғでは、ు出しྔが૿えてもશ༲ఔが௿
下するため、ཧ࿦動ྗもখさくなる。

このように同じϙンϓでも、ు出しྔにより
性ೳがมわる。ు出しྔとશ༲ఔをجຊとする
が、࢖༻するその交఺（以下、࢖༻఺）のޮ཰
がϐーΫに近いことがॏཁとなる。口ܘ・ஈ਺・
Ϟータ容ྔをݕ౼して、できるだけޮߴ཰の機
छをબ定するのが๬ましい。

༲ఔۂઢ・࣠動ྗۂઢ・ޮ཰ۂઢ等をまとめ
たϙンϓ特性ۂઢ図をਤ11にࣔす。これにより
ϙンϓબ定࣌にඞཁな༲ఔϙイントのޮ཰を֬
ೝできる。

2ɽ3　給水ϙンϓͷলΤω選定
設༷࢓ܭに合致したϙンϓの࠾༻がجຊとな

るが、ϙンϓをબ定するとき「༨༟がある方が
ྑい」または「ೳྗෆ଍がාい」というཧ༝に

より、༷࢓より大きめのϙンϓを࠾༻するྫが
多い。ྫえ͹ు出ྔが2��-�NJO、શ༲ఔが
44Nに֘当するϙンϓは、ਤ12にࣔすようなϙ
ンϓ"とϙンϓ#がある。口ܘは同じ��"であ
る。ਤ1�はϙンϓ"とϙンϓ#の特性ۂઢであ
る。ϙンϓ#は࢖༻఺がϙンϓ特性ۂઢのશ༲
ఔۂઢ上にあるのに対し、ϙンϓ"はஈ਺が1
ஈ૿え、Ϟータ容ྔも大きくなっている。ి流
はϙンϓ"が1�"、ϙンϓ#が14 ��"となる。

༲ఔࢉܭにおいて҆શ཰がՃ味されているの
で、ϙンϓબ定࣌には༨༟を഑ྀするඞཁはな
い。Ϟータ୯体でແෛՙӡసしてもిྗを消費
する。Ϟータ容ྔにൺྫしてこの消費ిྗは大
きくなるので、ϙンϓはখさい方が省エωとな
る。༲水ϙンϓは大きくしても。ӡస࣌間が୹
くなるのでଥ当であるとӠ々されることがあ

ਤ 12　֘౰ϙンϓ 2）

ਤ 13　ϙンϓ "・#ͷಛੑۂઢ

ਤ 10　ޮ཰ۂઢ

ਤ 11　ϙンϓͷಛੑۂઢ 2）
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る。それが間ҧいであることを集合ॅ୐の給水
ྔ調査݁Ռからࣔす。

その給水シεςϜをਤ1�にࣔす。طଘ༲水ϙ
ンϓは、��"ʷ�2�-�NJOʷ��Nʷ���L8の大
きな水தϙンϓであった。給水ྔのܭଌ݁Ռか
ら、口ܘは4�"のϙンϓ（ద੾ϙンϓ）がଥ当
であることが考࡯された。21�-�NJOのు出ྔ
でશ༲ఔをࢉܭすると�2Nになった。そこで、
4�"ʷ21�-�NJOʷ�2Nʷ���L8のద੾ϙンϓ
とطଘϙンϓの省エω性について、୯Ґ給水ి
ྗྔ（給水装置技術講座ʦ��ʧࢀর）をࢦඪに
した。その݁Ռをਤ1�にࣔす。��"ϙンϓ౼ݕ
と4�"ϙンϓの୯Ґ給水ిྗྔは、それͧれ
��2��L8・I�ὗ、��2�2L8・I�ὗとなった。طଘ
ϙンϓはద੾ϙンϓにൺ΂て1��の消費ిྗを
ແବにしていたことになる。

それ、ࡍ新工事を੥けるߋい給水ϙンϓのݹ
と同じ༷࢓のϙンϓを新しく࠾༻するྫが多
い。そのϙンϓがద੾ϙンϓであるかを֬ೝす
΂きである。ߴ置水૧方ࣜの場合、ྔ水ثで1
日の࢖༻水ྔを調΂ることができる。ѹྗ給水
ϙンϓϢχット΍௚݁૿ѹ給水ϙンϓϢχット
の場合、੍御൫にύιίンを઀続してϙンϓӡ
సঢ়گをந出できる。ただし、ݹい機छでは対
Ԡできないこともあるので஫意されたい。

3ɽճస਺੍ޚͱ୆਺੍ޚ

3ɽ1　回స਺੍ޚ
ѹྗ給水ϙンϓϢχット（以下、ѹྗ給水ϙ

ンϓ）΍௚݁૿ѹϙンϓϢχット（以下、௚݁
૿ѹϙンϓ）にはインόータ（以下、*/7）が
内ଂされ、ϙンϓの回స਺をมえることにより
省エωを図っている。ਤ1�にࣔすように、ϙン
ϓの回స਺を1から1�2にすると、ు出ྔは1�2、
༲ఔ（1�2）2、ཧ࿦動ྗと࣠動ྗは�（1�2）�になる。

༲水ϙンϓ΍消Րϙンϓは、��)[地Ҭ༻と
��)[地Ҭ༻のೋつの特性ۂઢ図が༻意されてい
る。4ۃのࡾ૬Ϟータ（4ϙールϞータ）の場合、
1分間に、��)[では1
4��回、��)[では1
�4�回、
回సするので、ϙンϓೳྗにࠩҟが生じる。
ਤ1�にѹྗ給水ϙンϓの回స਺をมԽさせた

場合のϙンϓ特性をࣔす。ѹྗ給水ϙンϓは
*/7੍御であり、��)[地Ҭでは*/7によりप
೾਺を��)[にしてೳྗを上げている。��)[の
回స਺を/1とし、प೾਺を下げた場合の回స਺
を/2とすると、��)[の༲ఔۂઢは（/2�/1）2ഒ

ਤ 14　調査集߹ॅ୐ͷ給水ܥ౷ͱ୯Ґ給水ిྗྔ

ਤ 15　ϙンϓ回స਺Λ൒෼に͠た場߹ͷ࣠ಈྗ

ਤ 1�　ϙンϓ回స਺Λม化さͤた場߹ͷϙンϓಛੑ
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のൺ཰で下がる。この࣌、ు出しྔは（/2�/1）
ഒのൺ཰でগなくなり、࣠動ྗۂઢは（/2�/1）�

ഒのൺ཰で下がる。*/7でు出しྔをߜるのは
όルϒで流ྔをߜるより省エωになる。ただし、
。が前ఏとなる༺࠾に合致したϙンϓの༷࢓

ు出しྔが2��-�NJO、શ༲ఔが��Nのѹྗ
給水ϙンϓを対৅に省エω性をݕ౼してみる。
ϙンϓ"は��"ʷ2��-�NJOʷ��Nʷ���L8、
ϙンϓ#は4�"ʷ2��-�NJOʷ��Nʷ���L8と
する。Ϟータ容ྔが同じである。ਤ1�にϙンϓ
"・#の特性ۂઢをࣔす。

Ϟータ容ྔは同じなので、ి流もほぼ同じで
ある。શ༲ఔは、খさいϙンϓ#の方が上にな
る。ు水しྔ��-�NJO、༲ఔ�2Nの࢖༻఺でൺ
ֱする。ϙンϓ"が࢖༻఺を௨աするप೾਺を
ઢをۂすると、�2)[になる。�2)[のి流ࢉܭ
ඳくと、��-�NJOのి流は���"になる。ϙン
ϓ#が࢖༻఺を௨աするप೾਺は4�)[、ి流は
4��"になる。ϙンϓ#はϙンϓ"より2ׂも省
エωであるとධՁされる。
ਤ1�は、事຿ॴϏル給水ྔのܭଌにおけるॠ

流ྔの発生ස度である。当֘Ϗルにはચড়水࣌
ྔが4��-のϋイϒリット大ศثが2�୆設置さ
れ、ѹྗ給水ϙンϓの設ܭ水ྔは2��-�NJOで
あった。ϋイϒリット大ศثのগ流ྔのӨڹも

あり、ѹྗ給水ϙンϓϢχットはほとΜど௿ෛ
ՙでӡసしている。この܏向はݐ෺の༻్΍ن
໛には関係なく、同༷である。

、ଌによる最大流ྔは��-�NJO以下でありܭ
給水ෛՙ݁ࢉܭՌの2��-�NJOとဃ離していた。
給水ෛՙࢉܭのվ定がٻめられているがݱঢ়で
は、給水ϙンϓબ定࣌に༨༟をؚめるඞཁはな
いと言える。

3ɽ2　୆਺੍ޚ
これまでখさいϙンϓの方が省エωになるこ

とをड़΂てきた。しかし、খさなϙンϓは大ు
出しྔ（ෛՙ）に対Ԡできない。খさなϙンϓ
をฒྻに設置し、ෛՙにԠじてฒྻӡసをする
方๏が࠾༻される。これを୆਺੍御という。

ਤ 1�　ϙンϓ "（40"）ͱϙンϓ#（50"）ͷಛੑۂઢ

ਤ 1�　ॠྔྲྀ࣌ͷൃ生ස度
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ਤ1�にϙンϓ�୆がฒྻに組みࠐまれた給水
ϙンϓϢχットをࣔす。1୆は予උであり、4୆
のฒྻӡసが行われる。�୆のϩーςーシϣン
としてӡస࣌間が同等になるように੍御されて
いる。このฒྻӡసのϙンϓの特性ۂઢをਤ2�
にࣔす。水ྔ1
���-�NJO、༲ఔ4�Nに対Ԡし

てબ定されたϙンϓである。1୆໨のϙンϓが
��)[ӡసになると2୆໨がى動し、1୆でෆ଍
した分の水ྔを、*/7を上げながら対Ԡする。
給水ϙンϓのෛՙは௿ෛՙがほとΜどであるた
め、ϙンϓ1୆ӡసの࣌間が長く、ۃめて省エ
ωになる。

Ұൠతな自動交ޓฒྻӡసの給水ϙンϓϢ
χットと4୆ฒྻӡసの給水ϙンϓϢχットの
ి流をൺֱしてみる。給水ྔ���-�NJO、શ༲
ఔ��Nに対Ԡするϙンϓをબ定した。自動交ޓ
ӡӡసをϙンϓ"とし、ฒྻӡసをϙンϓ#と
する。ϙンϓ"は��"ʷ���-�NJOʷ ��Nʷ
���L8ʷ2୆、ϙンϓ#は4�"ʷ���-�NJOʷ
��Nʷ���ʷ4୆である。ਤ21にϙンϓ"（自
動交ޓ）とϙンϓ#（୆਺੍御）の特性ۂઢを
ࣔす。給水ෛՙはগ水ྔがほとΜどであるため、
ు出ྔ��-�NJOでݕ౼する。��-�NJOのશ༲ఔ
は��Nである。この఺を௨るϙンϓ"のप೾਺
は��)[、ϙンϓ#は�� ��)[である。それͧれ
のप೾਺のి流ۂઢをඳき、��-�NJOのు出ྔ
におけるి流は、ϙンϓ"では��2"、ϙンϓ#
では4��"となる。ϗンϓ#はϙンϓ"の໿൒
分のి流で同じు出しྔがಘられ、大きな省エ
ωとなる。୆਺੍御の給水ϙンϓをબ定するࡍ、
ϙンϓ୆਺は૿Ճするものの、口ܘのখさいϙ
ンϓを組みࠐΜだンϓϢχットが省エω性に༏
れている。

ਤ 19　୆਺੍ޚͷ給水ϙンϓ 3）

ਤ 20　4୆ฒྻ運సͷಛੑۂઢ

ਤ 21　ࣗಈަޓͱ୆਺੍ޚͷൺֱ
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ਤ2�の༲水ϙンϓが設置されたපӃの給水࢖
༻ྔをܭଌしたところ、ϙンϓ2୆ฒྻӡసは
ほとΜどなく、1୆のӡస࣌間が長かった。大
では大ෛՙになるのがࢉܭ෺は給水ෛՙݐ໛ن
௨ྫである。しかし、અ水ث۩、અ水意ࣝによ
り、ෛՙݪ୯Ґ΍同࢖࣌༻཰はখさくなる܏向
にある。༲ఔࢉܭがଥ当であれ͹、給水ϙンϓ
બ定࣌に「給水ϙンϓのೳྗෆ଍」を心഑する
ඞཁはないと言える。

4ɽڅ水ϙϯϓͷ੍ޚ

4ɽ1　定଎ϙンϓͷ੍ޚ
定଎ϙンϓは回స਺をมえず、Ұ定のు出し

ྔでӡసする。ߴ置水૧に༲水する༲水ϙンϓ
がこれに֘当する。1���年ࠒにはߴ置水૧を設
置できないݐ෺༻に、Ճѹ給水ϙンϓϢχット
が࠾༻された。*/7がۃめてߴՁであったため、
定଎ϙンϓのు出ଆにݮѹหを設け、࢖༻水ྔ
がগないときも給水ѹྗがߴくならないように
していた。

Ұൠに༲水ϙンϓの੍御はిۃ๮による水Ґ
੍御が༻いられている。ਤ22にԡࠐみ഑管とٵ
み഑管の場ࠐٵ。み഑管のӡస੍御ྫをࣔすࠐ
合、ϑートหのෆ۩合等によりϙンϓにۭؾが
ೖり、༲水ෆೳになるڪれがある。この࣌ϙン
ϓのϞータはਖ਼ৗに回సしているので、੍御൫
のܯ報は発しない。ݮ水ܯ報によって初めてؾ
付くが、அ水になるڪれが大きい。その๷ࢭ方

๏として、1୆のϙンϓで水Ґが下がる場合、2
୆同࣌ӡసが༗ޮである。༲水ϙンϓをখさく
できるので、イχシϟル・ϥンχンάίεトが
下がる。この方๏はԡࠐみ഑管でも༗ޮである。

ϙンϓにۭؾがೖることは回ආしなけれ͹な
らない。受水૧給水方ࣜの場合、受水૧の水໘
が受水૧のࠐٵみ管上୺から1��NNの水Ґに
なったら、ϙンϓをఀࢭさせる。

4ɽ2　Մม଎ϙンϓͷ੍ޚ
Մม଎ϙンϓは*/7により回స਺をมԽさせ

るϙンϓである。Մม଎のѹྗ給水ϙンϓにつ
いてղઆする。ѹྗ給水ϙンϓはઈえずѹྗセ
ンαーによりు出ѹྗをܭଌし、設定ѹྗとの
ࠩをࢉܭしてඞཁな*/7प೾਺をԋࢉし、*/7
のप೾਺をมえてు出ѹྗがҰ定になるように
ӡసする。前ड़したようにप೾਺はશ༲ఔとు
出しྔによりࢉܭできる。ѹྗ給水ϙンϓのు
出しྔについて、ి流ܭ΍ిѹܭからిྗをܭ
してただ今のు水しྔをਪ定し、��1ඵ後にࢉ
ඞཁなप೾਺をԋࢉしている。そのεϐーυを
ਤ2�にࣔす。ϑϥッシϡόルϒはॠ間తに
1��-�NJOを௒えるు水をする。そのม動に対
Ԡするため、ు水ѹྗを໿���1Tごとにܭଌし、
1�個ఔ度のデータを平ۉして*/7にྩࢦを出す。
໿��1ඵຖに給水࢖༻ྔに対Ԡして調੔してい
るので、ϑϥッシϡόルϒが࡞動してもు出ѹ
ྗをҰ定にすることができる。

ਤ 22　༲水ϙンϓͷ運స੍ྫޚ
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給水ྔが�-�NJOになると水は動かないので、
されな׵エωルΪーは水エωルΪーにมؾి
い。ม׵されないిؾエωルΪーは೤にมわる。
ϙンϓがա೤して࣠受けをྼԽさせるので、ϙ
ンϓをఀࢭするඞཁがある。ѹྗ給水ϙンϓに
はਤ2�のϑϩーεイッνが装ணされており、給
水がఀࢭにԠじてϙンϓをఀࢭしている。

ѹྗ給水ϙンϓは、ほΜの1-�NJOが流れて
いてもӡసする。1�L8の大きなϞータを装ண
したϙンϓでは、実࣭తにకめ੾りӡసと同じ
になる。ೖྗするిؾエωルΪーに対して࢖わ
れる水エωルΪーがখさいことから、発೤する
い。また、大きな容ྔのϞータは1ߴ性がݥة
されていることもあݶ動する回਺が੍ى間に࣌
り、ϙンϓをྫྷ٫するఔ度の水をಀしหから௨
水している。Ұൠతにಀがしหの഑管は受水૧
へ໭している。ಀしหが設置されているϙンϓ
の੡࡞図には、ಀしหの഑管を઀続するように
載されている。ಀがし഑管をࣦ念すると、ϙه
ンϓがমけるՄೳ性がある。

ҿྉܥ౷の給水ϙンϓの場合、ಀがし഑管を
受水૧に໭すことは๏తにはάϨーである。อ݈
ॴの൑அでは、ҿྉ水のԚછ๷ࢭのため、Ұ度
受水૧から出た水は受水૧に໭すことは޷ましく
ないとされている。த水がある場合にはத水の受
水૧に໭し、த水がない場合には個ผҊ݅とし
てอ݈ॴに໰い合わせしなけれ͹ならない。

定଎ϙンϓをى動するとき、ॠ間తに定֨ి
流より大きなಥೖిྗが流れる。ిؾの੍御൫
はあらΏるಥೖి流に଱えられる֨نとなって
いる。��"ʷ���L8Lの༲水ϙンϓのಥೖి流
をిྗܭでܭଌした݁Ռをਤ2�にࣔす。*/7の
動してप೾਺を上げىதのप೾਺は�)[でࢭఀ
ていく。ඞཁप೾਺まで1��ඵఔ度をかけて徐々
にप೾਺を上げることにより、ಥೖి流は回ආ
される。௨ৗは��1Tで੍御できるのに、ى動࣌
のみు出ѹྗを੍御でない。その対ࡦとして、
ѹྗ給水ϙンϓにはѹྗタンΫ（ΞΩϡϜϨー
タ）が装ணされている。ਤ2�にࣔすように、Ξ
ΩϡϜϨーターにはѹॖۭؾと水がೖってお
り、ు出ѹྗが下がるとタンΫ内の水がڙ給さ
れる࢓組みになっている。ϙンϓఀ࣌ࢭにϑ
ϥッシϡόルϒが࡞動すると、ు出ѹྗが下が
り、ϙンϓがى動すると同࣌にΞΩϡϜϨー
ター内の水がڙ給されてు出ѹྗの௿下を؇࿨
する。ϙンϓు出ѹྗがਖ਼ৗになると、ΞΩϡ
ϜϨーターには水がೖり、待機ঢ়ଶとなる。ѹ
ؾΉとѹॖۭࠐが給水に༹けؾの༹ଘۭؾۭॖ
のѹྗが下がることから、ۭؾはμイϠϑϥϜ
のບでอޢされている。ΰϜ੡のμイϠϑϥϜ

ਤ 23　ѹྗ給水ϙンϓͷ੍ޚ 4）

ਤ 24　ϑϩーεΠον 5）

ਤ 25　ಥೖిྲྀ

ਤ 2�　ΞΩϡϜϨーター
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はϙンϓى動࣌にܹしく࡞動するため、ྼԽが
ආけられない。ΞΩϡϜϨーターは消໣඼ѻい
になる。

4ɽ3　ਪ定຤୺ѹྗ੍ޚ
ѹྗ給水ϙンϓはు出ѹྗで੍御されてい

る。ਤ2�にు出ѹྗҰ定੍御とਪ定຤୺ѹྗҰ
定੍御をࣔす。ѹྗ給水ϙンϓが開発されたと
き、ు出ѹྗҰ定੍御であった。これではѹྗ
ଛࣦ߅分の省エωにならない。そのため当࣌ѹ
ྗセンαーを຤୺に設置して຤୺ѹྗ੍御をす
るようになった。この方ࣜは഑ઢ工事がඞཁな
ためීٴしなかった。そこでు水しྔがগない
ときにు出ѹྗを下げるιϑトを੍御൫に組み
Μだものがొ場した。຤୺にѹྗセンαーをࠐ
設置したѹྗ給水ϙンϓと新しいѹྗ給水ϙン
ϓがڞଘしていた。

ѹྗ給水ϙンϓには、ు出ѹྗҰ定੍御の
Ϟーυとਪ定຤୺ѹྗҰ定੍御のϞーυがあ
り、࢖い分けることができる。そのଞにメー
Χーಠ自の省エωϞーυがあり、Ϟーυを੾り
ସえて࢖うことができる。

ਤ 2�　ుग़ѹྗ一定੍ޚͱਪ定຤୺ѹྗ一定੍ޚ

4ɽ4　௚݁૿ѹ給水ϙンϓͷ੍ޚ
௚݁૿ѹ給水ϙンϓϢχット（以下、૿ѹϙ

ンϓ）は、ѹྗ給水ϙンϓϢχットを഑水（水道）
഑管に઀続できるようにվ଄したϙンϓであ
る。水道管の水道水にӨڹを༩えないことが前
ఏとなっている。水道管の水ѹが下がった場合、
૿ѹϙンϓ内の水が水道管にٯ流するのを๷ࢭ
するため、ݮѹࣜٯ流๷ثࢭが૿ѹϙンϓの1
次ଆについている。ਤ2�に૿ѹϙンϓ内෦をࣔ
す。ݮѹࣜٯ流๷ثࢭは֬実にٯ流を๷ࢭでき

るが、఍߅が大きい。૿ѹϙンϓをબ定࣌には
ඞཁなશ༲ఔにݮѹٯ流๷ثࢭの఍߅をՃえる
ඞཁがある。

水道管のѹྗ௿下࣌に૿ѹϙンϓが水道管の
水をٵい上げてしまうと、水道管の水ѹをさら
に௿くしてしまい、पғのݐ෺にӨڹを༩える
として、૿ѹϙンϓ1次ࡦれがある。その対ڪ
ଆにѹྗセンαーが付いており、水ѹが�Nに
なると૿ѹϙンϓをఀࢭするようになってい
る。水道引きࠐみ఺から૿ѹϙンϓ設置場ॴま
でڑ離がある場合、その഑管఍߅により�Nま
で水ѹが下がってしまうと、૿ѹϙンϓはఀࢭ
する。ఀࢭすれ͹水ѹは໭りى࠶動するが、給
水ѹྗが大きくม動する。引きࠐみ഑管が長い
場合には、水道管のѹྗをܭଌし഑管఍߅が
あっても�Nを下回らないことを֬ೝするඞཁ
がある。

૿ѹϙンϓのೝՄ৚݅に最࢖ߴ༻ѹྗ
����.1Bという੍ݶがあり、༲ఔ��Nまでしか
がٛ຿付ݕできない。また年1回の定期఺༺࠾
けられている。

4ɽ5　ଟஈ௚݁૿ѹ給水ϙンϓͷ੍ޚ
多ஈ௚݁૿ѹ給水ϙンϓは、ߴ૚ݐ෺༻の௚

݁૿ѹ方ࣜに࠾༻される。౦ژ都、大ࡕ、名ݹ
԰などで࠾༻がೝՄされている。ϙンϓを௚ྻ
に઀続して、༲ఔ��Nの੍ݶをΫリΞしたϙン
ϓである。そのܥ౷図のྫをਤ2�にࣔす。1次
ϙンϓは௚݁૿ѹ給水ϙンϓと同じであるが、2

ਤ 2�　௚݁૿ѹ給水ϙンϓͷ内部 �）
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次ϙンϓはݮѹࣜٯ流๷ثࢭが付いていない。
த間֊にϙンϓを設置できない場合には、԰上
に設置することができる。ߴ૚ܥ౷のൣғにお
いて2次ϙンϓのు出しྔがมわり、2次ϙンϓ
設置場ॴで1次・2次ϙンϓの༲ఔがมわるので、
༷々な組み合わせがありಘる。

多ஈの場合の໰୊は、1次・2次ϙンϓڞにఀ
౷の水ܥ動すると௿૚ىに、2次ϙンϓが࣌ࢭ
ѹが௿下することである。それを๷ࢭするため
に、2次ϙンϓى動࣌に同࣌に1次ϙンϓもى動
させる方๏΍、2次ϙンϓの1次ଆにѹྗタンΫ
を設置して௿૚ܥ౷のѹྗม動をݮগさせる方
๏がある。ϙンϓメーΧに૬ஊするのが๬まし
い。

ݙ考จࢀ
1）ςϥルɿ省エωエΩεύートཆ成講座、

2�12 ��
2）ςϥルɿIUUQT���XXX�UFSBM�OFU�DMBTTJpDBUJPO�

XBUFS@TVQQMZ@QVNQ�、2�2� ��
�）ӣ ݪ ੡ ࡞ ॴɿIUUQT���XXX�FCBSB�DP�KQ�、

2�2� ��
4）5050ɿ設ࢪܭ工ࢿྉ集、111�1�、2�1�
�）ӣݪɿエόϥ࣌報、/P�24�、給水装置�੡඼

技術紹介���ୈ�回�0/�0''੍御方ࣜについ
て、2�1� �4

�）ӣ（ג）ݪエόϥ࣌報24�、給水装置�੡඼技術
紹介���ୈ�回૿ѹ給水方ࣜについて、2�1� �1�

ਤ 29　ଟஈ௚݁૿ѹ給水ϙンϓͷྫ
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令和元年度　給水装置工事技術に関する調査研究助成報告

എ1ܠ

当協会では、平成��年度に日ຊ水道協会֨ن
+88"�#�11�（水道༻ϙリエνϨン管ۚଐ継ख）
をϕーεに、଱਒性ೳのݕ౼としてϨϕル2地
਒動（૝定しうるൣғ内で最大ن໛の地਒）の
地൫ม動に対するۚଐ継खの଱਒性ೳを֬ೝし、
଱਒Խのॾࢿྉをجに、新たな4つの性ೳ߲໨
を設け、ݧࢼূݕを行った݁Ռ、す΂ての口ܘ
の継खでそのޮՌを֬ೝし、給水シεςϜ協会
として「84"�#��11（水道༻ϙリエνϨン֨ن
ೋ૚管ۚଐ継ख）」を平成��年度に੍定した。

しかしながら、ࢪ工がదਖ਼に行われていなけ
れ͹、継खの性ೳをे分発شすることができな
いことから、実ࡍのݱ場においてどのようなࢪ
工ෆྑがىきているのかを調査し、ݱ࠶実ݧを
行って性ೳがどのఔ度௿下するのかを֬ೝし、
工खॱとその஫意఺ࢪに向けたݮ工ෆྑの௿ࢪ
について、ຊ助成研究の成Ռとしてまとめた。

಺༰2ࢪ࣮

対৅となる継खを࢖༻している水道事業体に
対して、報告されているࢪ工ෆྑのฉき取り調
査と当協会メーΧー各々に寄せられた٬ઌ੹೚
のۤ情を調査し、そのதからෳ਺の事ྫをϐッ

ΫΞッϓし、その事ྫについてݱ࠶実ݧを行い、
ਖ਼ৗにࢪ工されたものとの性ೳൺֱを行った。

Ξϯέʔτௐࠪ݁Ռ3

工ෆྑの実ଶ調査では、��事業体から��݅ࢪ
のࢪ工ෆྑに関するΞンέート調査の協ྗをಘ
た（表1）。そのதから、「ࢪ工工ఔ2ɿϙリエν
Ϩン管の੾அ࡞業」、「ࢪ工工ఔ�ɿίΞのଧͪࠐ
み࡞業」、「ࢪ工工ఔ�ɿφットと಑のక付け࡞業」
がࢪ工ෆྑશ体の໿��ˋを઎めており（ਤ2）、
これらについてݱ࠶実ݧと性ೳධՁ等を行い、
ਖ਼ৗにࢪ工されたものと性ೳൺֱを行った。

JWWA B 116 水道用ポリエチレン管
金属継手の施工不良の例とその性能評価

研究代表者　ࢁຊ੖ل（څ水γεςϜڠձձ௕）

当協会は、毎年いくつかの水道事業体において JWWA B 116（水道用ポリエチレン管金属
継手）の施工講習会に協力させていただいているが、その際に実際の施工不良の事例を紹介して
注意喚起を行い、再発防止の指導している水道事業体があり、これを鑑みると想像以上に施工不
良が多いと推測される。

また、当協会では、平成 30 年度に同継手をベースに耐震性能を追加した協会規格を制定した。
その性能を十分に発揮させるためには、適正な施工が重要であることから、施工性について調査
研究を行い、情報を公開して施工不良の低減に寄与したい。

要　旨

ਤ 1　�水道用ϙϦΤνϨンೋ૚管ۚଐܧख�
（଄ਤྫߏ）
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ఔ޻޻ࢪ ਤ खॱ޻ࢪ ෆྑ݅数޻ࢪ

1 ෦ٴࡐび工۩४උ ç1

2 水道༻ϙリエνϨン管の੾அ࡞業 2�

� φット、̥リンάの取付け࡞業 ç�

4 φット、̥リンάの取付けঢ়ଶ֬ೝ ç�

� 水道༻ϙリエνϨン管へ、ίΞのଧͪࠐみ࡞業 1�

� ίΞの取付けঢ়ଶ֬ೝ ç�

� φットと಑のక付け࡞業 �1

� そのଞ 14

合ܭ ��

ද 1　Ξンέーτ調査݁Ռ（༗ޮ回౴਺　9� ݅）

ਤ 工ෆྑൺ཰（調査ର৅ࢪ工工ఔผͷࢪ　2 9�݅）
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ਤ 3　管੾அ࣌ۀ࡞ͷࣼΊ੾அঢ়ଶ

گঢ়ݧࢼ "ੇ๏ ଱ѹςετ

�NN
（ඪ४ࢪ工）

࿙れなし

1NN ࿙れなし

2NN ࿙れなし

・
・
・

・
・
・

1�NN ࿙れなし

14NN ࿙れあり

1�NN ࿙れあり

ද 2　管ࣼΊ੾அ࣌ͷ଱ѹςετ݁Ռ

໨4߲ݧ࣮

工ෆྑ実ଶ調査からந出したෆ۩合事ྫのࢪ
。と性ೳධՁを行うݧ実ݱ࠶

ධՁでは、ݺび2ܘ�の管と継खを༻いて、以
下のূݕを行った。
1）管੾அ࡞業࣌のࣼめ੾அによるӨ֬ڹೝ
2）管へのίΞのଧͪࠐみෆ଍によるӨ֬ڹೝ
�）管への1リンά取付けҐ置によるӨ֬ڹೝ
4）φットと಑のకめ付け࡞業によるӨ֬ڹೝ

5ݧ࣮

1）؅੾அ࣌ۀ࡞ͷࣼΊ੾அʹΑΔӨ֬ڹೝ
๏ํݧ࣮（1）

ඪ४ࢪ工では、管の੾அは௚֯ঢ়ଶで੾அす

ることとなっている。
ຊ実ݧでは、管୺を1NN୯Ґでࣼめ੾அし

た管をݱ࠶したঢ়ଶ（ਤ�）で継खと઀合し、
ඪ४కめ付けトルΫ��/・Nでకめ付け後、水
ѹ1���.1Bをそれͧれ1分間ෛՙしたࡍの管と
継ख઀合෦からの࿙れの༗ແを֬ೝする。
Ռ݁ݧ࣮（2）

管੾அ࡞業࣌のࣼめ੾அによるӨ֬ڹೝに係
る実݁ݧՌを表2、表�にࣔす。

2）ίΞͷଧͪࠐΈۀ࡞ʹΑΔӨ֬ڹೝ
๏ํݧ࣮（1）

ඪ४ࢪ工では、ίΞのଧͪࠐみは管୺までの
ଧͪࠐみとなっている。

ຊ実ݧでは、ίΞのଧͪࠐみঢ়ଶを管୺から
1NN୯Ґでଧͪࠐみෆ଍ঢ়ଶをݱ࠶したঢ়ଶ
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ද 3　14NNࣼΊ੾அ た͠管ͱܧख
ঢ়ଶ ࣸਅ

管の੾அঢ়ଶ

ίΞଧͪࠐみ後

̥リンά取付後

継ख઀合後

଱ѹݧࢼঢ়گ

଱ѹݧࢼ後の分ղঢ়گ
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（ਤ�）で、管に継खを઀合し、ඪ४కめ付けト
ルΫ��/・Nでకめ付け後、水ѹ1���.1Bで、
1分間ෛՙしたࡍの࿙れの༗ແを֬ೝする。
Ռ݁ݧ࣮（2）

ίΞのଧͪࠐみ࡞業によるӨ֬ڹೝに係る実
。Ռを表�、表�にࣔす݁ݧ

3）1Ϧϯάͷऔ෇͚ۀ࡞ʹΑΔӨ֬ڹೝ
๏ํݧ࣮（1）

ඪ४ࢪ工では、1リンάはίΞଧͪࠐみ前に
管୺෦からखのͻらの෯ほど離したঢ়ଶでίΞ
をଧͪࠐΜだ後、管୺ଆに引き寄せることと
なっている。

ຊ実ݧでは、ίΞのଧͪࠐみ࣌に1リンάの

Ґ置を管୺から1NN୯Ґで離れたҐ置でίΞ
をଧͪࠐΜだঢ়ଶ（ਤ�）で管に継खを઀合し
たঢ়ଶをݱ࠶し、ඪ४కめ付けトルΫ��/・N
でకめ付け後、水ѹ1���.1Bで、1分間ෛՙし
たࡍの࿙れの༗ແを֬ೝする。
Ռ݁ݧ࣮（2）

1リンάの取付け࡞業によるӨ֬ڹೝに係る
実݁ݧՌを表�、表�にࣔす。

4）φοτͷऔ෇͚ۀ࡞ʹΑΔӨ֬ڹೝ
๏ํݧ࣮（1）

ඪ४ࢪ工では、಑とφットのඪ४కめ付けト
ルΫ��/・Nでకめ付ける。

ຊ実ݧでは、管に継खを઀合するࡍのకめ付
けෆ଍とա度కめ付けをݱ࠶（ਤ�）し、水ѹ
1���.1Bで、1分間ෛՙしたࡍの࿙れの༗ແを
֬ೝする。
Ռ݁ݧ࣮（2）

φットの取付け࡞業によるӨ֬ڹೝに係る実
。Ռを表�、表�、表1�にࣔす݁ݧ

ਤ4　ίΞͷଧͪ込Έঢ়ଶ

ද4　ίΞଧͪ込Έঢ়ଶผͷ଱ѹςετ݁Ռ

گঢ়ݧࢼ "ੇ๏ ଱ѹςετ

�NN
（ඪ४ࢪ工）

࿙れなし

1NN ࿙れなし

2NN ࿙れなし

�NN ࿙れなし

・
・
・

・
・
・

�NN ࿙れなし

�NN ࿙れあり

1�NN ࿙れあり

11NN ࿙れあり
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ද5　ίΞଧͪ込Έෆ଍9NN࣌ͷ管ͱܧख઀߹
ঢ়ଶ ࣸਅ

管੾அ、ίΞଧͪࠐみ後

̥リンά取付後

継ख઀合後

଱ѹݧࢼঢ়گ

଱ѹݧࢼ後の分ղঢ়گ

஫ɿ管੾அ、ίΞଧͪࠐみ後のࣸਅは、見え΍すいようにίΞを੺৭ృりしている。
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ਤ 5　ίΞଧͪ込Έ࣌ͷ1ϦンάͷҐ置

گঢ়ݧࢼ "ੇ๏ ଱ѹςετ

�NN ࿙れなし

1NN ࿙れなし

2NN ࿙れなし

�NN ࿙れなし

・
・
・

・
・
・

1�NN ࿙れなし

1�NN ࿙れなし

1�NN ࿙れなし

1�NN ࿙れなし

ද �　ίΞଧͪ込Έ࣌ͷ1ϦンάͷҐ置ผͷ଱ѹςετ݁Ռ

ঢ়ଶ ࣸਅ

管੾அ後、
̥リンά（管୺より�NN）での

ίΞଧͪࠐみ後

継ख઀合後

ද�　ίΞଧͪ込Έ࣌ͷ1ϦンάͷҐ置0NN࣌（管୺）ͷ管ͱܧख઀߹（1）
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ਤ �　管ͱܧखͷ઀߹ঢ়ଶ

گঢ়ݧࢼ క෇τϧΫ ଱ѹςετ
�/・N

（కめ付けෆ଍） ࿙れあり

1�/・N
（కめ付けෆ଍） ࿙れなし

1�/・N
（కめ付けෆ଍） ࿙れなし

・
・
・
・

・
・
・
・

��/・N
（ඪ४ࢪ工） ࿙れなし

��/・N
（ա度కめ付け） ࿙れなし

11�/・N
（ա度కめ付け） ࿙れなし

ද�　కΊ付 τ͚ルΫผͷ଱ѹςετ݁Ռ

ঢ়ଶ ࣸਅ

଱ѹݧࢼঢ়گ

଱ѹݧࢼ後の分ղঢ়گ

ද�　ίΞଧͪ込Έ࣌ͷ1ϦンάͷҐ置0NN࣌（管୺）ͷ管ͱܧख઀߹（2）
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ঢ়ଶ ࣸਅ

継ख઀合後

଱ѹݧࢼঢ়گ

଱ѹݧࢼ後の分ղঢ়گ

ද9　కΊ付 τ͚ルΫ　5/・N࣌（కΊ付͚ෆ଍）ͷ管ͱܧख઀߹

ঢ়ଶ ࣸਅ

継ख઀合後

଱ѹݧࢼঢ়گ

଱ѹݧࢼ後の分ղঢ়گ

ද10　కΊ付 τ͚ルΫ　110/・N࣌（ա度కΊ付͚）ͷ管ͱܧख઀߹
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࡯ߟ（5
ඪ४ࢪ工は、管を௚֯੾அし、1リンάは管

୺からखのͻらの෯ほど管୺から離したঢ়ଶ
で、ίΞを管୺までଧͪࠐみ、಑とφットのඪ
४కめ付けトルΫ��/・Nでకめ付けるखॱに
対し、ࢪ工ෆྑによる࿙れ発生について、表11
の発生৚݅を֬ೝした。

今回の実ݧでは、ৗԹ（໿2�ˆ）のڥ؀で行っ
た。ࢪ工ݱ場を૝定した場合、�ˆから4�ˆま
での外෦ڥ؀Թ度のӨڹが૝定される。

そこで、表11の「1）管੾அ࡞業࣌のࣼめ੾
அによるӨ֬ڹೝ」の実ݧ৚݅にڥ؀Թ度৚݅
として�ˆの௿Թڥ؀と4�ˆのߴԹڥ؀でのࢼ
。を֬ೝしたڹを௥Ճし、࿙れ発生へのӨݧ

さらに、表12のΞンέート調査݁Ռのうͪ、
14 ��ˋを઎めるそのଞ事߲について、管のۂげ
มܗが大൒を઎めていたҝ、管がۂげられたঢ়
ଶでのӨڹ調査を௥Ճして実ࢪした。

なお、管のۂげは、水道༻ϙリエνϨンೋ૚
管技術ࢿྉにه載の最খۂげ൒3ܘ��で行った。

௥Ճ࣮16ݧ

1）؅੾அ࣌ۀ࡞ͷࣼΊ੾அʹΑΔӨ֬ڹೝ
๏ํݧ࣮（1）

ඪ४ࢪ工では、管の੾அは௚֯ঢ়ଶで੾அす
ることとなっている。

ຊ௥Ճ実ݧでは、Թ度Өڹを֬ೝするためࢼ
ˆ�間์置したものと4࣌下で1ڥ؀ˆ�ྉをࢼݧ
間์置したものを༻いて管୺を࣌下で1ڥ؀
1NN୯Ґでࣼめ੾அした管をݱ࠶したঢ়ଶで継
खと઀合し、ඪ४కめ付けトルΫ��/・Nでక
め付け後、水ѹ1���.1Bをそれͧれ1分間ෛՙ
したࡍの管と継ख઀合෦からの࿙れの༗ແを֬
ೝする。଱ѹݧࢼは管が௚管ঢ়ଶと最খۂげ൒
。げ管ঢ়ଶで行ったۂ3��DNでのܘ

ද11　࠶現 た͠ࢪ工ෆྑͷ実験݁ՌまͱΊ
಺༰ݧ࣮ ࿙Εൃੜͷ৚݅ ࿙Ε

1）管੾அ࡞業࣌のࣼめ੾அによるӨ
ೝ֬ڹ

管୺から14NNのࣼめ੾அ ࿙れあり

2）管へのίΞのଧͪࠐみෆ଍による
Ө֬ڹೝ

管୺から�NNのଧͪࠐみෆ଍ ࿙れあり

�）管への1リンά取付けҐ置による
Ө֬ڹೝ

1リンάҐ置が管୺෦ ࿙れなし

4）φットと಑のకめ付け࡞業による
Ө֬ڹೝ

φットと಑のక付トルΫ�/・N ࿙れあり
φットと಑のక付トルΫ11�/・N ࿙れなし

ද12　ࢪ工ෆྑΞンέーτ調査ʮͦͷଞ　14݅ʯͷ内༁
Ҽݪ ݅数

管のมܗ �
ϑタの取り๨れ 2
ෆ໌ 2
工खॱ間ҧいࢪ 1
継खམ下によるมܗ 1
ҟ෺の付ண 1
合ܭ 14



 ● Vol.21  No.2  2020. 夏季号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

50

Water
Plumbing

Engineering

Ռ݁ݧ࣮（2）
管੾அ࡞業࣌のࣼめ੾அによるӨ֬ڹೝに係

る௥Ճ実ݧの݁Ռを表1�にࣔす。
以上の実݁ݧՌから、ࢪ工ෆྑによる࿙れの

ۂԹ度΍管のڥ؀、ҼのҰྫを֬ೝできたがݪ
げなどのঢ়ଶもӨڹするため、それͧれの৚݅
がෳ合తに組合せされたঢ়ଶではさらにࢪ工ෆ
ྑによる࿙れのリεΫはߴまる。

そこで、当協会メーΧー各々に寄せられた٬
ઌ੹೚のۤ情調査から、以下のෳ合తཁૉを௥
Ճ֬ೝするため、௥Ճ実2ݧを行った。

௥Ճ࣮2ݧ�

1）�؅੾அ࣌ۀ࡞ͷࣼΊ੾அͱίΞଧͪࠐΈෆ
଍ɺφοτͷకΊ෇͚ෆ଍ۀ࡞ʹΑΔෳ߹
తཁૉʹΑΔӨ֬ڹೝ（ͦͷ1）

๏ํݧ࣮（1）
以下の৚݅で実ݧを実ࢪした。

ྉの৚݅ࢼݧࢼ■
・管の੾அは、管୺から4NNでのࣼめ੾அ

した管
・ίΞのଧͪࠐみは、管୺から2NNと4NN

ଧͪࠐみෆ଍をݱ࠶
・管と継ख઀合࣌のకめ付けは、క付トルΫ

� ʙ ��/・Nでకめ付け
৚݅ݧࢼ■

・଱ѹݧࢼは、水ѹ1���.1Bを1分間ෛՙ後
の管と継ख઀合෦からの࿙れ֬ೝ

・管のঢ়ଶは、௚管ঢ়ଶとۂげ管ঢ়ଶで行っ
た。なお、管のۂげঢ়ଶは水道༻ϙリエ
νϨンೋ૚管技術ࢿྉでは最খۂげ൒ܘ
3��DNとなっているが、今回は継खઌ୺を
。げて行ったۂ఺としたঢ়ଶで管を��度にࢧ

ද13　管ࣼΊ੾அ࣌ͷ଱ѹςετ݁Ռ
گঢ়ݧࢼ ؅ͷঢ়ଶ ྉԹ度ࢼݧࢼ "ੇ๏ ଱ѹςετ

௚管ঢ়ଶ

�ˆ
௚֯での管੾அ

�NN
（ඪ४ࢪ工）

࿙れなし2�ˆ

4�ˆ

�ˆ 管୺から1�NN

࿙れあり2�ˆ 管୺から14NN

4�ˆ 管୺から14NN

げ管ঢ়ଶۂ

�ˆ
௚֯での管੾அ

�NN
（ඪ४ࢪ工）

࿙れなし2�ˆ

4�ˆ

�ˆ 管୺から11NN

࿙れあり2�ˆ 管୺から1�NN

4�ˆ 管୺から1�NN
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گঢ়ݧࢼ ؅ͷ
ঢ়ଶ

؅ͷ
ࣼΊ੾அ

ίΞଧͪ込Έ
ෆ଍

క෇
τϧΫ

଱ѹ
ςετ

௚管
ঢ়ଶ

4NN

2NN

1�/・N ࿙れあり

1�/・N ࿙れなし

��/・N ࿙れなし

4NN

1�/・N ࿙れあり

1�/・N ࿙れなし

��/・N ࿙れなし

げ管ۂ
ঢ়ଶ

4NN

2NN

1�/・N ࿙れあり

1�/・N ࿙れあり

��/・N ࿙れなし

4NN

1�/・N ࿙れあり

1�/・N ࿙れあり

��/・N ࿙れなし

ද14　ࢪ工ෆྑͷෳ߹తཁૉ࣌に͓ る͚଱ѹςετ݁Ռ

Ռ݁ݧ࣮（2）
上ه৚݅によるෳ合తཁૉによるӨ֬ڹೝに

係る実݁ݧՌを表1�、表1�にࣔす。

2）�؅੾அ࣌ۀ࡞ͷࣼΊ੾அͱίΞଧͪࠐΈෆ
଍ɺφοτͷకΊ෇͚ෆ଍ۀ࡞ʹΑΔෳ߹
తཁૉʹΑΔӨ֬ڹೝ（ͦͷ2）

๏ํݧ࣮（1）
以下の৚݅で実ݧを実ࢪした。

ྉの৚݅ࢼݧࢼ■
・管の੾அは、管୺から 4NN でのࣼめ੾அ

した管
・ίΞのଧͪࠐみは、管୺から 2NN と 4NN

ଧͪࠐみෆ଍をݱ࠶したঢ়ଶ
・管と継ख઀合࣌のకめ付けは、క付トルΫ

��/・N でకめ付け

・管のঢ়ଶは௚管ঢ়ଶ
৚݅ݧࢼ■

・+88"�#�11�（2�12）�ɽ�　引きൈきݧࢼ、
継खに長さ ���NN の管を઀合し、ৗԹに
おいて࣠ՙॏ 1�42L/ をՃえ、そのまま 1 ࣌
間อ持する。

・84"�#��11（2�1�）�ɽ1�　離୤๷ݧࢼࢭ、
継खに長さ ���NN の管を઀合し、24 間࣌
以上์置後、2�NN ʗ NJO の଎度で、管が
降෬するまで引ுՙॏをՃえる。その後、
内෦に水をຬたした後、྆୺をద੾なิ๏
で෧じ、管がഁյするまで水ѹをՃえる。

Ռ݁ݧ࣮（2）
上هの৚݅によるෳ合తཁૉによるӨ֬ڹೝ

に係る実݁ݧՌを表1�にࣔす。
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৚݅ݧࢼ گঢ়ݧࢼ ؅ͷ
ࣼΊ੾அ

ίΞଧͪ
込Έෆ଍

క෇
τϧΫ ݁Ռ

+88"�#�11�
引きൈきݧࢼ

4NN

2NN

��/・N

ൈけ出しなし

4NN ൈけ出しあり

ද に͓࣌工ෆྑͷෳ߹తཁૉࢪ　�1 る͚試験݁Ռ（1）

ঢ়ଶ ࣸਅ

管の੾அঢ়ଶɿ管୺4NNのࣼめ੾அ
ίΞଧͪࠐみঢ়ଶɿ2NNのଧͪࠐみෆ଍

継ख઀合ঢ়ଶɿక付トルΫ1�/・N

継ख઀合ঢ়ଶɿక付トルΫ��/・N

ද に͓࣌工ෆྑͷෳ߹తཁૉࢪ　15 る͚管ͱܧख઀߹
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಺༰ݧ࣮ ࿙Εൃੜͷ৚݅ ࿙Ε

1）管੾அ࡞業࣌のࣼめ੾அに
よるӨ֬ڹೝ

・管のࣼめ੾அ管୺から 14 ̼̼
・ίΞଧͪࠐΉෆ଍なし
・̥リンάのਖ਼ৗ取付
・కめ付けトルΫ　�� ̣・̼
・Թ度2　ڥ؀�ˆ
・管のঢ়ଶ　௚管

࿙れあり

・管のࣼめ੾அ管୺から 1� ̼̼
・ίΞଧͪࠐみෆ଍なし
・̥リンάのਖ਼ৗ取付
・కめ付けトルΫ　�� ̣・̼
・Թ度ڥ؀　̌ˆ
・管のঢ়ଶ　௚管

࿙れあり

・管のࣼめ੾அ管୺から 11 ̼̼
・ίΞଧͪࠐみෆ଍なし
・̥リンάのਖ਼ৗ取付
・కめ付けトルΫ　�� ̣・̼
・Թ度ڥ؀　̌ˆ
・管のঢ়ଶ　ۂげ管

࿙れあり

2）管へのίΞのଧͪࠐみෆ଍
によるӨ֬ڹೝ

・管のࣼめ੾அなし
・ίΞଧͪࠐみෆ଍̼̼̕
・̥リンάのਖ਼ৗ取付
・కめ付けトルΫ　�� ̣・̼
・Թ度2　ڥ؀�ˆ
・管のঢ়ଶ　௚管

࿙れあり

ද1�　࠶現 た͠ࢪ工ෆྑͷ実験݁ՌまͱΊ（1）

৚݅ݧࢼ گঢ়ݧࢼ ؅ͷ
ࣼΊ੾அ

ίΞଧͪ
込Έෆ଍

క෇
τϧΫ ݁Ռ

84"�#��11
離୤๷ݧࢼࢭ

4NN

2NN

��/・N

ൈけ出しあり

4NN ൈけ出しあり

ද に͓࣌工ෆྑͷෳ߹తཁૉࢪ　�1 る͚試験݁Ռ（2）
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಺༰ݧ࣮ ࿙Εൃੜͷ৚݅ ࿙Ε

�）管への̥リンά取付けҐ置
によるӨ֬ڹೝ

・管のࣼめ੾அなし
・ίΞଧͪࠐみෆ଍なし
・̥リンάの管୺෦にҟৗ取付
・కめ付けトルΫ　�� ̣・̼
・Թ度2　ڥ؀�ˆ
・管のঢ়ଶ　௚管

࿙れなし

4）φットと಑のకめ付け࡞業
によるӨ֬ڹೝ

・管のࣼめ੾அなし
・ίΞଧͪࠐみෆ଍なし
・̥リンάのਖ਼ৗ取付
・కめ付けトルΫ　̣̑・̼
・Թ度2　ڥ؀�ˆ
・管のঢ়ଶ　௚管

࿙れあり

・管のࣼめ੾அなし
・ίΞଧͪࠐみෆ଍なし
・̥リンάのਖ਼ৗ取付
・కめ付けトルΫ　11� ̣・̼
・Թ度2　ڥ؀�ˆ
・管のঢ়ଶ　௚管

࿙れなし

�）ෳ合తཁૉのӨ֬ڹೝᶃ

ç　管੾அ࡞業࣌のࣼめ੾அ、
管へのίΞのଧͪࠐみෆ
଍、φットと಑のకめ付け
ෆ଍࡞業によるӨ֬ڹೝ

・管のࣼめ੾அ管୺から̼̼̐
・ίΞଧͪࠐみෆ଍̎NN
・̥リンάのਖ਼ৗ取付
・కめ付けトルΫ　1� ̣・̼
・Թ度2　ڥ؀�ˆ
・管のঢ়ଶ　௚管

࿙れあり

・管のࣼめ੾அ管୺から̼̼̐
・ίΞଧͪࠐみෆ଍̼̼̎
・̥リンάのਖ਼ৗ取付
・కめ付けトルΫ　1� ̣・̼
・Թ度2　ڥ؀�ˆ
・管のঢ়ଶ　ۂげ管

࿙れあり

�）ෳ合తཁૉのӨ֬ڹೝᶄ

ç　管੾அ࡞業࣌のࣼめ੾அ、
管へのίΞのଧͪࠐみෆ
଍、によるӨ֬ڹೝ

・管のࣼめ੾அ管୺から̼̼̐
・ίΞଧͪࠐみෆ଍̼̼̎
・̥リンάのਖ਼ৗ取付
・కめ付けトルΫ　�� ̣・̼
・Թ度2　ڥ؀�ˆ
・管のঢ়ଶ　௚管

+88"�#�
11�

ෆద合

・管のࣼめ੾அ管୺から̼̼̐
・ίΞଧͪࠐみෆ଍̼̼̎
・̥リンάのਖ਼ৗ取付
・కめ付けトルΫ　�� ̣・̼
・Թ度2　ڥ؀�ˆ
・管のঢ়ଶ　௚管

84"��11
ෆద合

ද1�　࠶現 た͠ࢪ工ෆྑͷ実験݁ՌまͱΊ（2）
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͓ΘΓʹ8

す΂ての実݁ݧՌを表1�にࣔす。以上の݁Ռ
から、ࢪ工ෆྑのෳ合తཁૉが生じている഑管で
は、଱ѹݧࢼで࿙れがない場合でも+88"֨ن
および84"֨نで定められている継खຊ来の性
ೳが֬อできないঢ়ଶとなる。継खຊ来の性ೳを
ຬ଍するためにඞཁなඪ४ࢪ工を֬実にࢪ工ݱ

場で実ࢪするためにඞཁなࢪ工上の஫意఺とϙイ
ントをผ紙のࢪ工νΣッΫシートにまとめた。

給水シεςϜ協会では、水道事業体、関係団
体からの講श会等のґཔに対して講ࢣを೿ݣ
し、ࢪ工に従事する関係者への座学および実技
આ໌のࡍに、ࢪ工νΣッΫシート「ࢪ工खॱと
工上の஫意఺とϙイント」（表1�）の഑෍とࢪ
ղઆを行い、広くೝ஌を図っていく。

ද 工νΣοΫγーτࢪ　�1
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財団ニュース①

ྩ࿨ݩ年1�݄1日にվਖ਼水道๏がࢪ行され、ࢦ定給水装置工事事業者の�年ߋ新੍度がಋೖされま
した。それに伴ってߋ新࣌に、その工事事業者がબ೚した給水装置工事ओ೚技術者が、最新の技術΍
੍度をशಘするための研मにࢀՃしたかどうかについて、水道事業者から֬ೝがٻめられることにな
りました。

当財団では、これまでもओ೚技術者を対৅としたFϥーχンάシεςϜ研मを行うと同࣌に、Fϥー
χンάςΩεトٴび学श成Ռݧࢼ໰୊をຖ年ߋ新することによる研मの充実、研म機会の֬อを図っ
てきましたが、こうした੍度վਖ਼等に対Ԡして、ྩ࿨ݩ年�݄からこれまで発行してきた技術者ূの
༗ޮ期間を�年とするとともに、技術者ূのߋ新にࡍして、ओ೚技術者に受講していただくશࠃ౷Ұ
తな新たなFϥーχンά研मٴびݱ地研म会を開始しました。

研म会の内容は、ྩ࿨ݩ年�݄2�日付、厚生労働省ҩༀ・生活Ӵ生ہ水道課長௨஌でࣔされた事߲
（下ઢ）をجຊに、さらに当財団内に関係団体をҕһとする「給水装置工事ओ೚技術者の技術のҡ持・
向上のための講शに関するݕ౼会」を設置してఏҊされたओ೚技術者としてशಘしておくことが๬ま
しい߲໨を௥Ճし、下هのとおりとしています。

（1）水道๏
水道๏の໨త、վਖ਼水道๏の֓ཁ等について

（2）給水装置工事ओ೚技術者の৬຿と໾ׂ
定給水装置工事事業者੍度、ओ೚技術者の໾ׂ等についてࢦ

（�）給水装置のߏ଄ٴび࣭ࡐ
給水装置のߏ଄ٴび࣭ࡐのج४֓ཁ、給水管ٴび給水༻۩の性ೳج४、給水装置のシεςϜج४等

について

（4）給水装置の事ނ事ྫと対ࡦ技術
についてࢭ発๷࠶対Ԡ΍ނ事ྫ、事ނΫϩείωΫシϣン等の事・ذ分ޡ

（�）給水装置工事におけるཹ意事߲
給水管の取出し・઀合等のཹ意事߲、道࿏۷࡟工事での事ނ๷ࢭ、҆શ管ཧ等について

（�）給水装置のҡ持管ཧ
給水装置のނো・ҟৗのݪҼとमસ工事๏等について

（�）給水装置ٴび給水装置工事๏に関する最新の技術情報
εϚート水道メーター、౦日ຊ大਒ࡂ給水装置被害ঢ়گ調査報告等について

給水装置ओ೚技術者研मݱ地研म会におけるྩ࿨2年度の実ࢪ予定は表1、ྩ࿨ݩ年度の実݁ࢪՌ
は表2の௨りです。

給水૷ஔ工事ओ೚技術ऀݚमݱ�஍ݚमձ
ྩ࿨̎೥౓ͷ࣮ࢪ༧ఆͱྩ࿨ݩ೥౓ͷ࣮݁ࢪՌʹ͍ͭͯ
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ද 1　令和 2年度給水装置工事主任技術者研修�現地研修会�実ࢪ༧定
（�݄1�日ࡏݱ）

番号 開催都道府県 開催都市 開催日 開催場所

1
ҵ৓ݝ

水ށ市 ྩ࿨ ù 年 þ ݄14日（Ր）ΞμεトリΞ水ށΞリーφ

2 ౔Ӝ市 ྩ࿨ ù 年 þ ݄1�日（ۚ）౔Ӝ市ۈ労者૯合෱ࢱセンター
（ϫーΫώル౔Ӝ）

� 長野ݝ দຊ市 ྩ࿨ ù 年 ÿ ݄2�日（໦）あずさ会ؗ
4 ੩Ԭݝ ൬ా市 ྩ࿨ ù 年 ÿ ݄2�日（໦）ཽ༸な͗の໦会ؗ

� ݝསࢁ ෎市ߕ ྩ࿨ ù 年 ÿ ݄�2�日（ۚ）�
2�日（౔）ࢁསཱݝதখ企業人ࡐ開発センター

� ੩Ԭݝ ෋࢜市 ྩ࿨ ù 年 Ā ݄ ú 日（໦）෋࢜市࢈業交流లࣔ場「;じさΜメッセ」
� ݝෞذ ෞ市ذ ྩ࿨ ù 年11݄ ý 日（ۚ）ذෞݝ管設උ会ؗ

� ෋ݝࢁ ෋ࢁ市 ྩ࿨ ù 年11݄�1�日（Ր）�
11日（水）෋ࢁ市管工事協同組合会ؗ

� ࡛玉ݝ さいたま市 ྩ࿨ ú 年 ù ݄�1�日（໦）�
1�日（ۚ）࡛玉ݝ管工事会ؗ

ද 2　令和ݩ年度給水装置主任技術者研修�現地研修会�実݁ࢪՌ
（�݄1�日ࡏݱ）

番号 開催都道府県 開催都市 開催日 開催場所 受講者数
（人）

1 ౦ژ都 ۠ߓ ྩ࿨ ø 年12݄1�日（Ր） ౦ژ都管工事会ؗ ç�1
2

ಢ໦ݝ
ಢ໦市 ྩ࿨ ù 年 ø ݄2�日（Ր） ಢ໦঎工会ٞॴ　大ϗール 22�

� Ӊ都ٶ市 ྩ࿨ ù 年 ù ݄1�日（Ր） ಢ໦ڭݝҭ会ؗ 22�
4 大ాݪ市 ྩ࿨ ù 年 ù ݄2�日（໦） 大ాݪ੢地۠ެ民ؗ ç�2
� 長野ݝ 長野市 ྩ࿨ ù 年 ù ݄ ý 日（໦） ౦෦ড়Խセンター 11�
� ࡛玉ݝ さいたま市 ྩ࿨ ù 年 ù ݄1�日（水） ࡛玉ݝ管工事会ؗ 1�1

合ܭ ���
ʲ新ܕίϩφ΢イルεײછ拡大๷ࢭに伴う研म会開࠵Ԇ期ঢ়گʳ

1
ҵ৓ݝ

౔Ӝ市 ྩ࿨ ù 年 ú ݄�ü 日（໦）
1�日（Ր）

ϫーΫώル౔Ӝ
（౔Ӝ市ۈ労者૯合૯合෱ࢱセンター） Ԇ期

2 水ށ市 ྩ࿨ ù 年 ú ݄�12日（໦）�
2�日（໦） ҵ৓ݝ৬業人ࡐҭ成センター Ԇ期

� 都෎ژ 都市ژ ྩ࿨ ù 年 ú ݄�14日（౔） 都水道会ؗژ Ԇ期
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財団ニュース②

給水૷ஔ工事഑؅技ೳݕఆձ
ྩ࿨̎೥౓ͷ࣮ࢪ༧ఆͱྩ࿨ݩ೥౓ͷ࣮݁ࢪՌʹ͍ͭͯ

当財団は、水道๏ࢪ行نଇ��৚の2߲でࣔされた「ద੾に࡞業を行うことができる技ೳを༗する者」
をཆ成するため、給水装置工事഑管技ೳݕ定会を開࠵しています。同ݕ定会は学Պ課ఔと実技課ఔで
、成しており、実技課ఔでは༗ѹの഑水管（μΫタイルரమ管П��NN）へのαυル付分水ખの取付けߏ
ख動ࣜઠ޸機による഑水管の分ذઠٴ޸び給水管�管छ（ᶃϙリエνϨンೋ૚管、ᶄ࣭ߗϙリԘԽϏ
χル管、ᶅ࣭ߗԘԽϏχルϥイχンά߯管またはεςンϨε߯߯管）の੾அ・઀合・組ཱに関する技
ೳϨϕルを൑定する「શࠃඪ४ݕ定」を行っています。なお、水道事業体が実ࢪした給水装置の഑管
技ೳの実技に関するݧࢼ合֨者・講श会मྃ者などは、実技課ఔにおける給水管の੾அ・઀合・組ཱ
の࡞業を໔আし、分ذઠ޸のみの受ݕもՄೳです。

શࠃඪ४ݕ定のほか、水道഑水༻ϙリエνϨン管へのαυル付分水ખ（ரమ੡）の取付け・分ذઠ
定にؚまれないݕඪ४ࠃશ、「定ݕϙリエνϨン管」び༥ண઀合に関する技ೳϨϕルを൑定するٴ޸
内容で、開࠵地のཁ๬にͮجくݕ定を行う「地ҬΦϓシϣンݕ定」も行っています。

ྩ࿨2年度からは഑水༻ϙリエνϨンύイϓシεςϜ協会（10-*5&$）と連ܞしてϙリエνϨン管
定の౷合をਐめているところݕ定ίーεへのϙリエνϨン管ݕඪ४ࠃのશࡏݱ、定ίーεを見௚しݕ
です。

給水装置工事഑管技ೳݕ定会におけるྩ࿨2年度の実ࢪ予定は表1、ྩ࿨ݩ年度の実݁ࢪՌは表2の
௨りです。

ද 1　令和 2年度給水装置工事配管技能検定会�実ࢪ༧定
（�݄1�日ࡏݱ）

番号 開催都道府県 開催都市 開催日 開催場所

1 ಸྑݝ ୐町ࡾ ྩ࿨ ù 年 þ ݄ ü 日（日）ಸྑߴཱݝ等技術ઐ໳ߍ
2 ݝ࡚ٶ ੢都市 ྩ࿨ ù 年 ÿ ݄1�日（水）࢈ཱݝ࡚ٶ業技術ઐ໳ߍ

� 大ࡕ෎ ࿨ઘ市
ྩ࿨ ù 年 ÿ ݄�2�日（水）�

2�日（໦）
大ࡕ෎ཱೆ大ߴࡕ等৬業技術ઐ໳ߍ

4 ࡛玉ݝ さいたま市 ྩ࿨ ù 年 Ā ݄12日（౔）࡛玉ݝ管工事会ؗ

� ઍ༿ݝ ઍ༿市
ྩ࿨ ù 年 Ā ݄�1�日（໦）�

1�日（ۚ）
ઍ༿ݝ水道技術研मセンター

� 新ׁݝ 新ׁ市 ྩ࿨ ù 年 Ā ݄1�日（౔）新ׁ市水道ہ水道研मセンター
� ݝखؠ Ֆ巻市 ྩ࿨ ù 年1�݄ ù 日（ۚ）Ֆ巻৬業܇࿅協会
� ݝ口ࢁ Ӊ෦市 ྩ࿨ ù 年1�݄ ú 日（౔）Ӊ෦管工事協同組合会ؗ
� ෋ݝࢁ ෋ࢁ市 ྩ࿨ ù 年1�݄ ÿ 日（໦）෋ࢁ市管工事協同組合会ؗ
1� ๺ւ道 ຈ市ࡳ ྩ࿨ ù 年1�݄11日（日）ࡳຈ市水道ہ給഑水技術研मॴ
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ද 2　令和ݩ年度給水装置工事配管技能検定会�実݁ࢪՌ

番号 都道府県 開催日 令和元年度受検申込者数（人）
全国標準 免除 ポリエチレン オプション 計

1 ๺ւ道 平成�1年 û ݄24ɼ2�日 �� � ʵ ʵ 1�4
2 ੨৿ݝ ྩ࿨ ø 年1�݄12日 22 � ʵ ʵ 2�
� ݝखؠ ྩ࿨ ø 年1�݄11日 �� � ʵ ʵ ��
4 ݝ৓ٶ ྩ࿨ ø 年 Ā ݄2�ɼ2�日 4� � ʵ ʵ ��
� ळాݝ ྩ࿨ ù 年 ù ݄2�日 1� 11 � ʵ �2
� ݝܗࢁ ྩ࿨ ø 年1�݄1�日 �� 1 ʵ ʵ ��
� ෱島ݝ ྩ࿨ ø 年 Ā ݄2�日 �4 � ʵ ʵ ��
� ҵ৓ݝ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
� ಢ໦ݝ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
1� ݝഅ܈ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
11 ࡛玉ݝ ྩ࿨ ø 年 Ā ݄ þ 日 �� 1 ʵ ʵ ��
12 ઍ༿ݝ ྩ࿨ ø 年 Ā ݄1�日 4� 12 1� ʵ ��
1� ౦ژ都 ྩ࿨ ø 年11݄ þ 日 �� � ʵ ʵ ��
14 ਆಸ઒ݝ 開࠵Ԇ期 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
1� 新ׁݝ ྩ࿨ ø 年 Ā ݄21日 11 1 ʵ ʵ 12
1� ෋ݝࢁ ྩ࿨ ø 年1�݄1�日 1� 2 ʵ ʵ 1�
1� ੴ઒ݝ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
1� ෱Ҫݝ ྩ࿨ ù 年 ù ݄2�日 21 � ʵ ʵ 2�
1� ݝསࢁ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
2� 長野ݝ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
21 ݝෞذ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

22 ੩Ԭݝ ྩ࿨ ø 年11݄1�日 2� 1� ʵ ʵ 4�
ྩ࿨ ø 年11݄22日 2� 21 ʵ 4�

2� 愛஌ݝ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
24 ݝॏࡾ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
2� ݝլ࣎ ྩ࿨ ø 年11݄ Ā 日 4� 1 ʵ ʵ 4�
2� 都෎ژ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

2� 大ࡕ෎ ྩ࿨ ø 年 ÿ ݄21ɼ22日 1�� 1 ʵ ʵ 1��
ྩ࿨ ø 年 Ā ݄1�日 �� ʵ ʵ ʵ ��

2� ฌݝݿ ྩ࿨ ù 年 ú ݄14日 �1 � ʵ ʵ �4
2� ಸྑݝ 開࠵Ԇ期 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
�� ࿨Վݝࢁ ྩ࿨ ø 年1�݄1�日 �2 2� ʵ ʵ ��
�1 ௗ取ݝ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
�2 島ࠜݝ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
�� Ԭݝࢁ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
�4 広島ݝ ྩ࿨ ø 年11݄ Ā 日 1� � ʵ ʵ 21
�� ݝ口ࢁ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
�� ಙ島ݝ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
�� ߳઒ݝ ྩ࿨ ø 年11݄��日 �� 1 ʵ ʵ �4
�� 愛ඤݝ ྩ࿨ ø 年 Ā ݄2�日 1� 2 ʵ ʵ 1�
�� ݝ஌ߴ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
4� ෱Ԭݝ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
41 ݝլࠤ ྩ࿨ ø 年11݄ Ā 日 2� 4 ʵ ʵ �2
42 長࡚ݝ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
4� 熊ຊݝ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
44 大分ݝ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
4� ݝ࡚ٶ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
4� ݝ島ࣇࣛ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
4� ԭೄݝ ະ開࠵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

合ܭ 22かॴ 1
��� 1�� 21 � 1
2��
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給水工事技術振興財団ダイアリー給水工事技術振興財団ダイアリー
（令和２年１月～６月）

1月24日（金） 第 22回財団運営懇談会� 財団会議室

1月 28日（火） 給水装置工事主任技術者研修 現地研修会（栃木県栃木市）�
栃木商工会議所　大ホール

1月 29日（水） 第 23回理事会� 財団会議室

2月　5日（水） 第 19回評議員会� 小田急第一生命ビル会議室

2月　6日（木） 給水装置工事主任技術者研修 現地研修会（長野県長野市）
東部浄化センター

2月 12日（水） 第 4回給水装置工事技術指針改訂委員会� 財団会議室

2月 18日（火） 給水装置工事主任技術者研修 現地研修会（栃木県宇都宮市）
栃木県教育会館　小ホール

2月 19日（水） 　　　　　　　　 〃 　　　　　　　　 （埼玉県さいたま市）
埼玉県管工事会館

2月 20日（木） 給水装置工事配管技能検定会（秋田県秋田市）
秋田市上下水道局　仁井田浄水場

〃 　　　　　　〃　　　　　　 （福井県福井市）
福井市研修センター

〃 給水装置工事主任技術者研修 現地研修会（栃木県大田原市）
大田原西地区公民館

3月 14日（土） 給水装置工事配管技能検定会（兵庫県三田市）
近畿建設技能研修センター実習場

4月　3日（金） 令和 2年度給水装置工事技術に関する調査研究選考委員会
財団会議室（web 会議併用）

4月 15日（水） 令和 2年度給水装置工事主任技術者試験官報公示�

4月 20日（月） 第 52回機関誌編集委員会（書面会議）�

5月 19日（火） 第 14回監事会� 財団会議室

5月 22日（金） 令和 2年度 第 1回給水装置工事主任技術者試験委員会（書面会議）

5月 25日（月） 令和 2年度給水装置工事主任技術者試験受験申込案内・願書受付開始�

6月　2日（火） 第 24回理事会� 財団会議室（web 会議併用）

6月 22日（月） 第 20回評議員会� 財団会議室（web 会議併用）
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後
記■まず、この度の豪雨により被害を受け

られた方々に心よりお見舞い申し上げる
とともに、1日も早い復旧・復興を祈念申
し上げます。
■さて、当財団の機関誌「きゅうすい工事」は、
平成14年以降は年2回発行となっていましたが、さ
らなる情報の発信と交流を図るため、今年度から
年4回発行に拡充することとしました。これに伴い、
表紙のデザインを従来の「蛇口」をイメージしたも
のから「水滴」をイメージしたデザインへ刷新す
るとともに、新たに水関係行政、地方自治体、学会、
消費生活等の分野の方々にメッセージを寄せてい
ただく「巻頭言」、各都市の水道事業者ならびに管
工事協同組合の取組みを紹介する「シリーズ　わ
が町の水道事業と管工事組合」、給水装置に関する
民間企業の取組みを紹介する「連載　給水装置関
連企業の最新動向」などの新たな企画を設けるな
ど、さらなる内容の充実を図りました。
■当財団の活動紹介ならびに「給水装置工事技術
に関する調査研究助成報告」をはじめ、「特集」、「給
水装置技術講座」、「エッセイ」などの企画は継続
します。またエッセイにタイトルを付け「エッセイ　

水鞠」（みずまり）と命名しました。水鞠
とは「飛び散る水玉の大きなもの」とい
う意味であり、新たな表紙との関連性を
持たせました。近年は水道関係者に執筆

いただく機会が多かったのですが、今後は徐々に
水道界以外の方にも執筆いただきたいと考えてい
ます。乞うご期待下さい。また、拡充に合わせて
多くの民間企業・団体から広告の出稿を賜りまし
た。この場を借りて心より御礼を申し上げます。
■前置きが長くなりましたが、今号では、初の巻
頭言は厚生労働省の熊谷水道課長に執筆いただき
ました。個人の思い出を振り返りつつ、機関誌「き
ゅうすい工事」に対するメッセージをいただきま
した。当財団が意図する内容とほぼ合致しており、
意を強くしたところです。そのほか、同じく初の「わ
が町の水道事業と管工事組合」は横浜市に、「給水
装置関連企業の最新動向」は前澤給装工業㈱に執
筆いただきました。次号からは離島の水事情に関
する隔号連載も開始する予定です。
■今後もさらなる内容の充実を図ってまいります
ので、引き続き機関誌「きゅうすい工事」をご愛
顧賜りますようお願い申し上げます。









きゅうすい工事 H120×W170mm

ヤノT字管S型3WヤノT字管S型3W
TY-13TW

JSストッパー
管路断水器（TV210-JS）

1箇所の施工で
3口の分岐が
可能に

給水管路の移設や布設替えなど
ビルメンテナンスに最適！
JSストッパーは水を止めずに設置可能です。

【 特 長 】
●真上穿孔横取り出しの為、掘削土量が減少します。
●上方向1口、横方向2口の計3口分岐が設けられているため、今まで
ヤノT字管S型で二条配管を行っていた箇所は、本製品1台で対応可
能となります。（T字管1個から最大3口分岐を設けることが可能）
●分岐が不要な口にはSUNキャップで閉止可能です。
　（SUNキャップは2個付属）
●シーバーバルブ1箇所で3口全ての開閉操作をします。
●穿孔機材はヤノT字管S型と同じです。
●接合ネジは全てSUN（外ネジ型）です。

【 特 長 】
●弁を全開状態で取り付けるため、
取付工事の日時が自由に設定で
きます。
●給水管の上部を穿孔するため給
水管を分断することがなく強度
を保ち将来に不安を残しません。 施工完了

JSストッパー
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